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　初原区では、毎年元旦に１年間の無病息災を願い
獅子舞姿で各家庭を訪問し舞いを披露しています。
　　　　　　　　写真提供：初原天神社氏子青年会



1広報まつしま

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、松島町の町政全般にわたり、温
かいご支援とご協力を賜り、厚く御礼申し上
げます。
　さて、昨年は元号が「平成」から「令和」
に変わり、本町では９月の松島海岸駅バリア
フリー設備整備工事の着工など、宿願であっ
た事業が動き出す新時代の幕開けに相応しい
一年となりました。一方で、台風第１９号な
どの豪雨災害により、改めて自然の脅威を痛
感した一年でもありました。
　本年は、東京オリンピック・パラリンピッ
クが開催され、本町を聖火ランナーが駆け抜
けます。町としましても、この機会を活かし
て町の復興状況や松島湾の魅力を世界に発信
してまいります。
　また、本年は東日本大震災の復興・創生期
間の最終年となります。復興事業の完遂に向
け、引き続き職員一同一丸となって取り組ん
でまいります。
　結びに、新しい年が皆さまにとりまして素
晴らしい年となりますよう心からお祈り申し
上げまして、新年のご挨拶
とさせていただきます。

　新年あけましておめでとうございます。
　町民の皆さまにおかれましては、お健やか
に初春をお迎えのことと心よりお慶び申し上
げます。
　皆さまの御支援により議会活動に精励する
ことができましたこと、心から御礼申し上げ
ます。
  昨年は、台風第１９号により町内でも浸水
等により大きな災害が発生しました。議会と
いたしましても、早期の復旧と今後の防災に
ついて町執行部に対し、様々な意見をしてい
るところでございます。
　本年は東日本大震災の復興・創生期間の最
終年度で復興の総仕上げの年となります。
　また、新たな観光拠点となる松島離宮のオ
ープンなど、松島が東北観光の先導役として
ますます期待されることと感じております。
  松島町議会といたしましても、魅力あふれ
る町づくりのため、議員一同さらなる精進を
いたす所存でありますので、なお一層のご指
導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げまし
て新年のご挨拶といたします。

新 年 の ご あ い さ つ
2 0 2 0 年

松島町議会議長
阿部　幸夫

松島町長
櫻井　公一

2 広報まつしま

昨年の出来事を写真で振り返りました。

謹
賀
新
年
。

喜
び
に
満
ち
溢
れ
た
素
晴
ら
し
い

１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

本
年
も
松
島
町
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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▼みんなで楽しく交流しました！
高
校
生
か
ら
小
学
生
へ
の
学
習
発
表
会

小
高
交
流
事
業
開
催

　

11
月
15
日
、
小
学
生
と
高
校

生
と
の
異
年
齢
間
の
交
流
を
目

的
と
し
た
、
小
高
交
流
事
業
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
松
島
高
等
学
校
観

光
科
の
生
徒
が
町
内
３
つ
の
小

学
校
を
訪
問
し
、
自
分
た
ち
で

考
え
作
成
し
た
「
子
ど
も
向
け

松
島
観
光
Ｐ
Ｒ
」
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

異
年
齢
間
の
関
わ
り
を
感
じ

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
松
島
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
郷
土
愛
の

醸
成
に
つ
な
が
る
内
容
と
な
り

ま
し
た
。

▼民族衣装を着てみました！
世
界
の
文
化
・
教
育
を
学
ぶ
！

発
信
型
英
語
教
育
拠
点
校
事
業

　

11
月
29
日
、
松
島
第
二
小
学

校
で
国
際
理
解
教
育
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
児
童
た
ち
の

外
国
語
文
化
や
英
語
教
育
に
つ

い
て
の
興
味
･
関
心
を
高
め
、

国
際
理
解
教
育
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、

こ
の
日
は
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
世
界

９
か
国
の
講
師
が
来
校
し
、
各

国
の
紹
介
や
交
流
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
各
国
の

文
化
や
特
色
に
つ
い
て
実
際
に

民
族
衣
装
を
着
た
り
、
楽
器
を

演
奏
し
た
り
し
て
学
ん
で
い
ま

し
た
。

▼東海林さんの作品（左）と日下さんの作品（右）
中
学
生
２
人
が
特
選
を
受
賞
！

第
58
回
宮
城
県
造
形
教
育
作
品
展

　

11
月
13
日
か
ら
17
日
ま
で
、

宮
城
県
美
術
館
で
令
和
元
年
度

第
58
回
宮
城
県
造
形
教
育
作
品

展
が
開
催
さ
れ
、
松
島
中
学
校

３
年
の
東
海
林
朱
李
さ
ん
と
日

下
智
尋
さ
ん
の
作
品
が
特
選
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
展
は
、
宮
城
県
内

の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
造
形

的
創
造
活
動
を
盛
ん
に
し
、
豊

か
な
表
現
力
を
養
う
と
と
も
に
、

造
形
教
育
の
充
実
・
振
興
を
目

的
と
し
て
宮
城
県
教
育
委
員
会

な
ど
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

▼松島第一幼稚園での様子
幼
稚
園
児
の
大
舞
台
！

生
活
発
表
会
開
催

　

11
月
30
日
、
町
内
の
各
幼
稚

園
で
、
生
活
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

年
少
、
年
中
組
は
「
い
ろ
は

に
ん
じ
ゃ
」
や
「
ム
ー
ン
ラ
イ

ト
伝
説
」
な
ど
を
元
気
い
っ
ぱ

い
に
踊
り
、
年
長
組
は
「
浦
島

太
郎
」
や
「
リ
ズ
ム
ベ
ル
メ
ド

レ
ー
」
な
ど
の
長
い
台
詞
の
あ

る
劇
や
演
奏
な
ど
を
頑
張
り
ま

し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
大
勢
の
保
護

者
を
前
に
、
緊
張
し
な
が
ら
も

練
習
の
成
果
を
楽
し
く
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼水門で説明を受ける児童たち
第
二
小
学
校
児
童
へ
の
特
別
授
業
！

井
戸
下
水
門
（
仮
称
）
を
見
学

　

11
月
20
日
松
島
第
二
小
学
校

の
児
童
が
、
高
城
川
の
明
神
橋

そ
ば
に
あ
る
水
門
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

水
門
の
工
事
を
請
け
負
っ
て

い
る
株
式
会
社
成
和
さ
ん
が
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
企
画

し
、
水
門
の
必
要
性
や
高
さ
な

ど
を
子
ど
も
た
ち
に
も
わ
か
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
模
型
な
ど
で

説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
前
入
り
の
ペ
ン
立

て
作
り
、
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し

た
記
念
撮
影
、
水
門
の
壁
面
に

用
意
さ
れ
た
お
絵
か
き
コ
ー
ナ

ー
に
絵
を
描
く
な
ど
し
、
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

▼協力してクリアしました
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

11
月
16
日
、
松
島
町
児
童
館

と
の
共
催
で
「
防
災
運
動
会

w
i
t
h
芋
煮
会
」
を
開
催
し
、

参
加
し
た
町
内
の
小
学
生
約
50

人
が
防
災
グ
ッ
ズ
借
り
物
競
争

な
ど
を
し
、
『
防
災
』
に
つ
い

て
考
え
な
が
ら
運
動
し
ま
し
た
。

■
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
時
間

【
午
前
】

　
　

午
前
９
時
〜
正
午

【
午
後
】

　
　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

【
夜
間
】

　
　

午
後
５
時
〜
午
後
９
時

● 

問
合
先

　

 

☎
３
５
３
‐
３
６
８
８
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ま
ち
の
話
題
ま
ち
の
話
題
で
掲
載
し
き
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
や

写
真
は
町
の
F
a
c
e
b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
配
信
中
。

松島町
Facebook
公式アカウント

松島町
Instagram
公式アカウント

▼投票する生徒たちの様子
高
校
生
が
「
選
挙
」
を
体
験

選
挙
出
前
講
座
開
催

　

11
月
20
日
松
島
町
選
挙
管
理

委
員
会
が
松
島
高
等
学
校
に
お

い
て
、
生
徒
会
役
員
選
挙
を
通

じ
た
「
選
挙
出
前
講
座
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

出
前
講
座
で
は
実
際
の
選
挙

で
使
用
さ
れ
る
投
票
箱
や
記
載

台
を
使
用
し
て
生
徒
会
役
員
選

挙
が
行
わ
れ
る
な
ど
し
、
参
加

し
た
生
徒
は
「
選
挙
」
と
い
う

も
の
を
き
ち
ん
と
知
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
と
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

▼そばづくりの指導を受ける参加者の皆さん
心
の
こ
も
っ
た
そ
ば
が
で
き
ま
し
た
！

そ
ば
づ
く
り
教
室
開
催　

10
月
19
日
、
松
島
東
部
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
そ

ば
づ
く
り
教
室
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
講
師

で
あ
る
い
ち
ょ
う
の
会
の
皆
さ

ん
か
ら
そ
ば
生
地
の
練
り
方
や

切
り
方
な
ど
の
指
導
を
受
け
、

心
を
込
め
て
手
打
ち
そ
ば
を
作

り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
そ
ば
を
均
一
な
太
さ
に
切
る

の
が
難
し
か
っ
た
」
、
「
ま
た

来
年
も
参
加
し
た
い
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼被害状況について説明を受ける安倍総理
台
風
第
19
号
の
被
災
地
を
視
察

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
来
県

　

11
月
24
日
、
安
倍
内
閣
総
理

大
臣
が
来
県
し
、
台
風
第
19
号

の
被
災
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

吉
田
川
の
水
防
災
拠
点
を
視

察
し
た
安
倍
総
理
は
、「
関
係
者

の
皆
様
の
懸
命
な
努
力
に
よ
っ

て
イ
ン
フ
ラ
は
確
実
に
、
回
復

に
向
け
て
前
進
し
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
生
活
と
生
業
の
再

建
に
向
け
て
、
補
正
予
算
に
よ

っ
て
切
れ
目
な
く
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▼どちらのイベントも大盛況でした
今
回
は
同
時
開
催
！

か
き
ま
つ
り
＆
産
業
ま
つ
り

　

11
月
23
日
、
磯
島
を
会
場
に
、

「
第
13
回
松
島
大
漁
か
き
ま
つ

り
ｉ
ｎ
磯
島
」
と
「
２
０
１
９

ま
つ
し
ま
産
業
ま
つ
り
」
が
同

時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

焼
き
が
き
な
ど
の
無
料
試
食

や
販
売
さ
れ
て
い
る
地
元
野
菜

な
ど
を
目
当
て
に
多
く
の
方
が

来
場
さ
れ
、
会
場
で
は
長
蛇
の

列
も
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
消
防
署
に
よ

る
「
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
」
も

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
大
喜

び
で
し
た
。

▼アトレ・る Hall前を一斉に駆け抜けるランナーたち
ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝 

ｉ
ｎ 

宮
城

　

11
月
24
日
、
第
39
回
全
日
本

実
業
団
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
22
チ
ー
ム
の
選
手

た
ち
は
ア
ト
レ
・
る 

H
a
l
l

（
文
化
観
光
交
流
館
）
を
ス
タ

ー
ト
し
ゴ
ー
ル
の
弘
進
ゴ
ム
ア

ス
リ
ー
ト
パ
ー
ク
（
仙
台
市
陸

上
競
技
場
）
ま
で
の
４
２.
１
９

５
ｋ
ｍ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
厳
し
い
寒
さ
で
し
た

が
、
沿
道
に
は
多
く
の
方
が
集

ま
り
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

▼優秀賞を受賞した阿部行雄会長
松
島
の
カ
キ
の
た
め
に

宮
城
県
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会

　

８
月
８
日
、
石
巻
市
河
北
総

合
セ
ン
タ
ー
で
第
18
回
宮
城
県

青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
松
島
支
所
青
年
研
究
会

の
阿
部
行
雄
会
長
が
カ
キ
に
関

す
る
検
証
結
果
を
発
表
し
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
、
11
月
26
日
に

賞
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
、「
青
年
研
究

会
は
今
後
も
松
島
産
カ
キ
の
発

展
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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▼塩釜税務署長賞を受賞した土井柑奈さん（中央）
小
学
生
が
税
に
つ
い
て
考
え
た
！

第
25
回
小
学
校
６
年
生
の
「
税
に
関
す
る
標
語
」

　

12
月
３
日
、
塩
釜
税
務
署
長

が
第
二
小
学
校
を
訪
問
し
、

「
税
に
関
す
る
標
語
」
で
塩
釜

税
務
署
長
賞
を
受
賞
し
た
土
井

柑
奈
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
「
税
に
関
す
る
標
語
」
は
塩

釜
法
人
会
が
平
成
７
年
か
ら
毎

年
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
今

年
で
25
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
応
募
総
数
１
，４
３

７
点
の
中
か
ら
、
左
記
の
児
童

の
み
な
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

● 

塩
釜
税
務
署
長
賞

   

「
納
税
は　

社
会
の
未
来
と　

み
ん
な
の
笑
顔
」

 　
　
　
　
　
　

土
井　

柑
奈　

さ
ん　

（
第
二
小
）

● 

最
優
秀
賞

   

「
税
金
を　

納
め
て
つ
く
ろ
う　

豊
か
な
未
来
」

　

 　
　
　
　
　

佐
藤　
　

汎　

さ
ん　

（
第
一
小
）

● 

優
秀
賞

   

「
納
税
で　

み
ん
な
の
笑
顔　

広
げ
よ
う
」

　
　
　
　
　
　

 

金
成　

明
穏　

さ
ん　

（
第
二
小
）

   

「
消
費
税　

み
ん
な
の
く
ら
し
を　

守
る
た
め
」

　

 　
　
　
　
　

大
友　

菜
結　

さ
ん　

（
第
五
小
）

● 

佳　

作

 

（
第
一
小
）

　

池
田　

彩
花　
　

さ
ん

　

磯
田　

芽
衣　
　

さ
ん

　

久
保
田　

竜
平　

さ
ん

　

須
田　
　

環　
　

さ
ん

　

丹
野　

慶
人　
　

さ
ん

　

長
門　

怜
奈　
　

さ
ん

　

佐
々
木　

彩
葉　

さ
ん

　

林　
　

愛
凜　
　

さ
ん

▼個性あふれるキャラクターがたくさんできました！
み
ん
な
で
創
作
活
動
！

こ
こ
ろ
・
は
ぐ
く
み
隊
パ
ー
ト
18

　
「
こ
こ
ろ
・
は
ぐ
く
み
隊
」

は
、
創
作
活
動
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
や
自
他

を
尊
重
す
る
心
、
自
立
心
、
協

調
性
な
ど
を
伸
ば
す
情
操
教
育

の
一
環
と
し
て
、
町
内
小
学
校

低
学
年
を
対
象
に
２
０
０
１
年

か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
18
人
が
参
加
し
、

全
４
回
の
創
作
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
の
こ
ぎ

り
や
か
な
づ
ち
を
使
っ
た
り
、

等
身
大
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
思

い
っ
き
り
描
い
た
り
、
の
び
の

び
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。

▼お米の重さ当てゲームを一緒に楽しみました
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
奮
闘
中
！

Ｖ
ｏ
ｌ
．
33

　

11
月
24
日
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ

ー
ダ
ー
が
品
井
沼
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
品
井
沼
ミ
ニ
文
化
祭
」
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
松
島
高
校
ダ
ン
ス
部
の

皆
さ
ん
と
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
、

お
米
の
重
さ
当
て
ゲ
ー
ム
の
手

伝
い
を
し
た
り
し
て
、
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
お
祭
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
に
と

っ
て
も
、
地
域
の
伝
統
や
文
化

に
触
れ
る
素
晴
ら
し
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

● 

問
合
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班

　
　
　
　

 

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

▼勤続３０年表彰を受賞した伊藤栄子さん(前列中央)
勤
続
30
年
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
14
日
・
15
日
に
三
重
県

で
行
わ
れ
た
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
研
究
協
議
会
に
お
い
て
、

松
島
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
副

会
長
の
伊
藤
栄
子
さ
ん
（
高
城
）

が
勤
続
30
年
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
平
成
元
年
５

月
１
日
に
松
島
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
（
旧
体
育
指
導
委
員
）
に

委
嘱
さ
れ
、
令
和
元
年
５
月
１

日
に
勤
続
30
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
の
普
及
・
推
進
な
ど
、

平
成
の
松
島
町
の
ス
ポ
ー
ツ
を

牽
引
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼大高森からの絶景に圧倒されました
松
島
ま
る
ご
と
学

〜
松
島
歴
史
巡
り
・
四
大
観
巡
り
〜

　

10
月
18
日
、
第
五
小
学
校
の

６
年
生
が
雄
島
を
は
じ
め
と
す

る
松
島
海
岸
周
辺
の
史
跡
見
学

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
13
日
に
松
島
四

大
観
（
松
島
町
・
富
山
、
扇
谷
、

七
ヶ
浜
町
・
多
聞
山
、
東
松
島

市
・
大
高
森
）
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
見
学
と
解
説

を
通
し
て
、
長
い
間
多
く
の
人

を
引
き
つ
け
て
き
た
松
島
の
歴

史
や
景
観
に
高
い
関
心
を
持
っ

た
よ
う
で
し
た
。

　

初
め
て
の
場
所
も
多
く
、
郷

土
へ
の
理
解
と
愛
着
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

（
第
二
小
）

　

相
澤　

拓
真　
　

さ
ん

　

児
玉　
　

遥　
　

さ
ん

　

後
藤　

彩
風　
　

さ
ん

　

長
島　
　

楓　
　

さ
ん

　

八
木　

心
愛　
　

さ
ん

 

（
第
五
小
）

　

岡
田　

華
奈　
　

さ
ん

　

斎
藤　
　

一　
　

さ
ん

6

平成３１年１月生まれ
町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。

おめでと う

町の人口
町の人口　　（）は前月比
１２月１日現在　住民基本台帳

男　性
女　性
人口計
世帯数

６，７５５ 人  
７，１６６ 人  
１３，９２１ 人  
５，６３９世帯

広報まつしま

（－６ 人  ）
（＋２ 人  ）
（－４ 人  ）
（＋２世帯）

寄　付　・　寄　贈
寄　付
　松島町社会福祉協議会へ
　・松島菊同好会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３，０００円
　・仙台農業組合　支店長　萩野　浩樹　様　　　　　　　　　　　　  ２，９６０円
　・紫神社氏子青年会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０，０００円
寄　贈
　松島町社会福祉協議会へ
　・早川　節男　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もち米１０㎏

「すくすく１歳おめでとう」の掲載
案内は誕生月の前々月末～前月
上旬頃にお送りしています。
ぜひご応募ください。

● 問合先　企画調整課
 　　　　　☎３５４-５７０２

す すくく

1歳
木
村　

風
羽
ち
ゃ
ん

平
成
31
年
１
月
12
日
生
ま
れ　

次
女（
磯
崎
）

む
ち
む
ち
ボ
デ
ィ
と
笑
顔
で
み
ん
な
の

ア
イ
ド
ル
♬

き   

む
ら           

ふ      

う

佐
々
木　

至
福
ち
ゃ
ん

平
成
31
年
１
月
13
日
生
ま
れ　

長
女（
磯
崎
）

S
m
ile
G
irL

♥
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

さ　

 

さ     

き　

          

し    

ふ
く

赤
坂　

日
向
子
ち
ゃ
ん

平
成
31
年
１
月
25
日
生
ま
れ　

次
女（
磯
崎
）

に
こ
に
こ
ひ
な
ち
ゃ
ん
、元
気
に

大
き
く
な
ー
れ
！

あ
か  

さ
か　

        

ひ     

な     

こ

赤
坂　

虹
奈
ち
ゃ
ん

平
成
31
年
１
月
28
日
生
ま
れ　

次
女（
幡
谷
）

食
べ
る
の
大
好
き
な
わ
ん
ぱ
く
娘
で
す
♥

あ
か  

さ
か　

        

に     

な

遊
佐　

惺
也
く
ん

平
成
31
年
１
月
28
日
生
ま
れ　

次
男（
磯
崎
）

わ
ん
ぱ
く
元
気
な
男
の
子
!!

ミ
ー
コ
が
大
好
き
♥

ゆ　

  

さ　

        

せ
い    

や

澤
里　

幸
く
ん

平
成
31
年
１
月
30
日
生
ま
れ　

次
男（
高
城
）

ク
リ
ク
リ
ま
つ
毛
が

チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
で
す
！

さ
わ  

さ
と　

       

こ
う

佐藤　優成くん
平成３１年１月１７日生まれ　次男（磯崎）
お姉ちゃん、お兄ちゃん大好き♥

さ    とう　        ゆう  せい

加藤　和花ちゃん
平成３１年１月１８日生まれ　長女（磯崎）
日々かわいく成長中。我が家の癒やし担当♥

か　とう　　　 のど   か
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彼
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と

　

12
月
６
日
（
金
）
に
七
ヶ
浜
町
立
向
洋
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

11
校
410
編
の
応
募
作
品
か
ら
松
島
中
学
校
３
年
生
の
土
井
愛
里
さ
ん
の

作
品
「
彼
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
」
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　　
「
性
同
一
性
障
害
な
ん
だ
っ
て
。」

　
「
性
同
一
性
障
害
？
」

　

性
同
一
性
障
害
と
い
う
聞
き
慣
れ

な
い
言
葉
を
耳
に
し
た
私
は
問
い
返

す
。

　
「
私
も
詳
し
く
な
い
ん
だ
け
ど
、
心

と
体
の
性
別
が
違
う
病
気
、
ら
し
い

よ
。」

確
か
…
と
そ
う
付
け
加
え
る
友
人
。

私
に
は
、
や
は
り
理
解
が
で
き
ず
、

時
間
が
あ
れ
ば
少
し
調
べ
て
み
よ
う

か
な
、
と
考
え
て
い
た
。

　

私
が
初
め
て
「
性
同
一
性
障
害
」

を
知
っ
た
の
は
、
仲
の
良
い
友
人
と

趣
味
の
話
を
し
て
い
た
と
き
の
こ
と

だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
「
○
○
歌

っ
て
み
た
」
と
い
う
動
画
を
あ
げ
て

い
る
人
物
、
い
わ
ゆ
る
「
歌
い
手
」

と
呼
ば
れ
る
彼
が
性
同
一
性
障
害
だ

と
友
人
が
言
う
の
で
あ
る
。
性
同
一

性
障
害
な
ん
て
、
今
ま
で
の
私
に
は

全
く
無
関
係
で
、
耳
に
し
た
こ
と
さ

え
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、

今
ま
で
私
が
知
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
、

応
援
し
て
き
た
彼
が
そ
の
よ
う
な
障

害
を
持
っ
て
い
た
の
だ
。
ど
ん
な
も

の
な
の
だ
ろ
う
、
そ
ん
な
軽
い
思
い

で
、
私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
性

同
一
性
障
害
」
と
検
索
を
か
け
た
。

　

性
同
一
性
障
害
と
は
、
性
別
の
不

一
致
感
か
ら
悩
ん
だ
り
し
て
し
ま
う

精
神
疾
患
と
い
う
も
の
の
一
つ
だ
っ

た
。
色
々
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
サ
イ

ト
を
見
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
に
認
知
や
関
心
の
低
さ
、
理
解

が
進
ん
で
い
な
い
な
ど
の
文
章
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
私
自
身
、
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
い
た
。
私
が
性
同
一
性

障
害
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上

に
そ
の
歌
い
手
で
あ
る
彼
に
対
し
、

心
な
い
言
葉
が
見
ら
れ
た
の
だ
。「
心

は
男
で
、
体
は
女
で
あ
る
と
い
う
、

普
通
で
は
な
い
状
態
で
生
ま
れ
ま
し

た
。」

そ
う
始
ま
る
、
性
同
一
性
障
害
で
あ

る
と
い
う
告
白
の
文
章
。
今
ま
で
の

辛
い
経
験
を
踏
ま
え
て
、
前
に
進
も

う
、
自
分
を
誤
魔
化
し
て
偽
る
の
を

や
め
よ
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
書
き
綴

ら
れ
た
文
章
が
公
開
さ
れ
、
視
聴
者

や
フ
ァ
ン
か
ら
優
し
い
言
葉
や
応
援

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
次
々
に
送
ら
れ
た
。

し
か
し
中
に
は
、

「
男
だ
っ
て
信
じ
て
た
の
に
、
本
当

に
好
き
だ
っ
た
か
ら
裏
切
ら
れ
た
気

分
…
。」

「
性
別
詐
欺
じ
ゃ
ん
。」

そ
ん
な
言
葉
が
あ
っ
た
の
だ
。

　

私
は
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。
温
か
い
言
葉
の
ほ
う
が
圧

倒
的
に
多
い
も
の
の
、
悲
し
い
言
葉

が
無
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
女
で

も
男
で
も
、
彼
が
彼
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
の
に
、
フ
ァ
ン
と
し

て
彼
を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
私
は
彼
の
歌
に
救
わ

れ
た
し
、
少
な
か
ら
ず
フ
ァ
ン
の
人

々
も
そ
う
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
彼
が
、

き
っ
と
、
悩
ん
で
悩
ん
で
、
そ
れ
で

も
フ
ァ
ン
に
本
当
の
こ
と
を
打
ち
明

け
て
く
れ
た
の
だ
。
だ
と
し
た
ら
、

今
度
は
私
達
フ
ァ
ン
が
そ
れ
を
し
っ

か
り
受
け
と
め
て
、
今
ま
で
と
変
わ

ら
ず
応
援
す
る
。
そ
れ
が
、
一
番
彼

の
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私

は
思
う
。

　

私
は
、
彼
が
有
名
に
な
る
前
か
ら
、

ず
っ
と
彼
の
歌
に
力
を
も
ら
っ
て
き

た
。
有
名
に
な
っ
た
今
は
、
き
っ
と
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
に
な

っ
て
い
る
は
ず
だ
。
そ
の
彼
か
ら
の
、

性
同
一
性
障
害
で
あ
る
と
い
う
告
白

は
、
少
な
か
ら
ず
私
の
心
に
は
響
き
、

し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
る
。
彼
が
正

直
に
話
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
得
た

も
の
も
あ
る
。

　

も
し
、
周
り
に
そ
う
い
っ
た
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
人
が
い
る
の
な
ら
、

し
っ
か
り
と
受
け
と
め
て
、
今
ま
で

と
同
じ
よ
う
に
接
し
た
い
。
事
実
を

公
に
す
る
こ
と
で
、
誹
謗
中
傷
が
あ

る
の
な
ら
、
そ
れ
以
上
に
温
か
い
言

葉
を
か
け
て
あ
げ
た
い
。
性
別
が
ど

う
で
あ
ろ
う
と
、
人
を
好
き
に
す
ら

な
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
世
の
中

は
、
お
か
し
い
と
思
う
。
人
を
好
き

に
な
る
こ
と
は
、
誰
に
と
っ
て
も
自

由
な
こ
と
で
、
そ
れ
を
周
囲
が
普
通

に
祝
福
で
き
る
…
そ
ん
な
世
の
中
に

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

何
が
普
通
で
、
何
が
普
通
で
は
な

い
か
、
そ
れ
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。

誰
も
が
「
普
通
」
と
い
う
言
葉
に
と

ら
わ
れ
す
ぎ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

女
性
が
女
性
を
好
き
に
な
る
こ
と
も
、

男
性
が
男
性
を
好
き
に
な
る
こ
と
も
、

異
性
を
好
き
に
な
る
こ
と
と
同
様
で
、

全
部
「
普
通
」
の
こ
と
だ
と
私
は
思

う
。

　

私
は
、「
性
同
一
性
障
害
」
に
つ
い

て
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
。
し
か
し
、
私
は
そ
れ
以

上
に
「
性
同
一
性
障
害
」
と
い
う
病

名
が
な
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
、
私
は
誰
か
の
力
に
な
る

よ
う
に
言
い
続
け
た
い
。

「
人
が
人
を
好
き
に
な
る
の
は
あ
た
り

前
の
こ
と
。
好
き
に
な
っ
て
は
い
け

な
い
な
ん
て
こ
と
は
な
い
ん
だ
よ
。」

と
。
そ
れ
が
、
彼
が
私
に
教
え
て
く

れ
た
こ
と
だ
か
ら
。

第
39
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
釜
地
区
大
会
で
表
彰

松
島
町
立
松
島
中
学
校
三
年　

土
井　

愛
里
さ
ん

ど　

 

い          

あ
い   

り

▲土井　愛里さん

▲表彰される土井さん

ど　　 い               あい     り

8 広報まつしま

民生委員・児童委員が改選されました

大変お世話になりました

氏　　名 担　当　地　区

松島１・２・３

松島４・５・６

松島７・８・９

松島１０・１１

松島１２・１３

西柳１・２

高城１、割波１

高城２・３、高城新３、高城４

高城５、高城中、光陽台、割波２

高城６、高城新６

高城９・１０、新小梨屋

帰命院下、居網、小森

反町、三居山

新橋、愛宕

磯崎１・３

磯崎２・８

磯崎４・７

磯崎５

磯崎６

大宮司　貴美子

渡邉　久子

佐々木　啓子

千葉　丈夫

新田　晴子

千葉　健一

大谷　榮治

及川　克巳

佐藤　聰司

瀨野尾　正喜

中村　典子

赤間　孝喜

阿部　和彦

武田　ふみ子

西村　武子

大山　憲一

小田島　いつ子

磯田　昭平

石垣　俊彦

  

氏　　名 担　当　地　区

磯崎１０

磯崎１１

元手樽、左坂

名込、古浦

早川、三浦

中出山、芋沢、滝ノ沢

後小泉、十文字

蒲、大日向、中才

貝殻塚１・２、藤ノ巻

上竹谷全域

小ヶ谷、新田、くぬぎ台

中通、上幡谷、明神崎

品井沼１・２

根廻全域

初原１・２

初原３・４

桜渡戸全域

主任児童委員

主任児童委員

木皿　壽子

福田　　修

樋口　秀吉

梅森　みつ子

土井　いく子

阿部　雄子

山崎　光子

石森　好子

安住　栄子

髙橋　牧子

大友　とみ子

赤間　はつ子

千葉　　修

片倉　弘美

小野　眞吾

石川　信行

桜井　豊一

藤澤　美子

竹谷　　久

　松島町民生委員・児童委員が、３年に１度の一斉改選により、新たに次の方々が令和元年１２月１日から令和４年１１月３０
日の任期で、厚生労働大臣と宮城県知事より委嘱を受けました。民生委員・児童委員・主任児童委員の皆さんには、地域の住民
より多岐にわたる相談を受け、関係機関への繋ぎ役として生活困窮、高齢者や障がい者、母子父子家庭などの社会福祉向上へご
尽力いただきます。

　３年に１度の一斉改選に伴い、長年に渡り民生委員児童委員としてご活躍なさった皆さん（以下６人）が、１１月３０日を持
って退任をされました。
　皆さんには、厚生労働大臣からの感謝状と宮城県民生委員児童委員協議会長及び宮城県社会福祉協議会長からの感謝状が１２
月２日の引継式で松島町長より伝達されました。

● 問合先　町民福祉課福祉班　☎３５４-５７０６

澁谷正德さん白鳥征幸さん赤間礼子さん

佐々木稔さん飯川玲子さん髙橋秀年さん

（敬称略）
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文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

文
化
財
の
調
査
・
研
究
⑪　

文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル

　

町
内
に
は
約
１
０
０
ヶ
所
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
普
段
皆
さ
ん
が
生
活
し
て
い
る
道
路

脇
や
家
の
裏
、
見
慣
れ
た
山
な
ど
目
立
た
な
い
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
気
付
か
な

い
内
に
土
砂
崩
れ
な
ど
で
地
形
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
開
発
行
為
が
活
発
に
な
っ
て
遺
跡
周

辺
の
景
観
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
遺
跡
の
状
況
を
確
認
す
る
目
的

で
、
宮
城
県
が
委
嘱
す
る
文
化
財
保
護
地
区
指
導
員
と
一
緒
に
年
に
５
ヶ
所
ず
つ
文
化
財
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
高
城
の
愛
宕
館
跡
と
愛
宕
横
穴
墓
群
、
幡
谷
の
永
根
貝
塚
、
磯
崎
の
館
ヶ
崎
城
跡
と
手

樽
の
銭
神
下
貝
塚
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

永
根
貝
塚
は
縄
文
時
代
の
貝
塚
で
す
が
、
台
風
19
号
な
ど
の
影
響
で
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
。
崩
落
し
た
部
分
で
は
縄
文
土
器
の
破
片
が
多
数
露
出
し
て
い
た
た
め
、
一
部
を
採

集
し
て
時
期
や
種
類
な
ど
を
確
認
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

館
ヶ
崎
城
跡
と
愛
宕
館
跡
は
い
ず
れ
も
中
世
の
城
跡
で
、
館
ヶ
崎
城
跡
で
は
『
松
島
町

史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
空
堀
や
平
場
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
愛
宕
館
跡

で
は
過
去
に
耕
作
が
行
わ
れ
た
痕
跡
や
、
古
い
墓
地
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
調
査
の
記
録
は
蓄
積
さ
れ
、
将
来
開
発
が
行
わ
れ
る
場
合
や
調
査
を
行
う
際

な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
記
録
自
体
も
遺
跡
の
変
遷
を
た
ど
る
大
切
な
資
料
と
な

り
ま
す
。

　

詳
し
い
調
査
の
様
子
や
内
容
は
、
３
月
１
日
に
開
催
す
る
松
島
れ
き
し
再
発
見
講
座
の

会
場
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
会
場
へ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
芸
員
：
米
城
）

あ
た   

ご  

た
て 

あ
と

よ
こ 
あ
な   

ぼ  

ぐ
ん

な
が  

ね  

か
い 

づ
か

た
て  

が  

さ
き
じ
ょ
う
あ
と

ぜ
に 

が
み 

し
た 

か
い 

づ
か

※地図は地理院地図 (http://maps.gsi.go.jp) を加工して製作▲永根貝塚から採集した縄文土器
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十文化十色

キンセアニェーラのワカモレのレシピ

【 材　料 】
・アボカド…３個　・ライム…１個分の果汁　・塩…小さじ２分の 1　・クミンの粉末…小さじ２分の 1
・唐辛子の粉末…小さじ２分の 1　・玉ネギ…半分　・ハラペーニョ…半分
・トマト…２個　・ニンニク…ひとかけら　・コーン味のドリトス…お好みの量

【 作り方 】
① 皮をむいたアボカドの種を取って半分に切り、大きな容器に入れ、ライムの果汁を
　  振りかける（A）。
② 容器からライムの果汁を除き、別の容器に移す（B）。
③ 塩、クミン、唐辛子を（A）に入れ、アボカドを潰すようによく混ぜます。
④  みじん切りにした玉ネギ、トマト、ニンニクを加える。
⑤ （B）大さじ１を加え、全体的に混ざったら、ドリトスと一緒にお楽しみください。

じゅう ぶん    か   とい   ろ

④アメリカの成人式

アメリカ合衆国ミシガン州出身のアシュリー国際交流員のコラム「十文化十色」。十人十色、
いろいろな好みや考え方があるように、文化にも様々な違いがあります。このコラムでは、アメ
リカの文化やアシュリー国際交流員が松島町や日本での生活の中で感じた驚きや発見を紹介しま
す！

じゅうぶん   か   とい  ろ

　

も
う
す
ぐ
お
正
月
に
な
る
と
思
い

な
が
ら
、
私
は
滋
賀
県
に
住
ん
で
い

た
頃
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
私
は
そ

の
時
ち
ょ
う
ど
20
歳
に
な
っ
た
の
で
、

日
本
の
成
人
式
に
参
加
で
き
ま
し
た
。

そ
う
言
え
ば
、
色
々
な
質
問
を
受
け

ま
す
。
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

日
本
で
は
20
歳
に
な
る
と
お
酒
や
タ

バ
コ
が
買
え
ま
す
よ
ね
。
一
方
、
ア

メ
リ
カ
で
は
18
歳
に
な
る
と
タ
バ
コ

を
買
っ
た
り
、
軍
に
入
れ
た
り
出
来

ま
す
が
、
21
歳
に
な
る
ま
で
は
お
酒

を
飲
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
年

齢
差
の
せ
い
で
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会

で
は
議
論
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
軍

に
入
れ
る
な
ら
お
酒
を
飲
ま
せ
る
べ

き
だ
、
と
い
う
意
見
が
議
論
に
な
る

理
由
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
一
般
的
に
「
ス
イ

ー
ト
・
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
ン
」
と
い

う
成
人
式
を
16
歳
で
祝
い
、
新
成
人

は
免
許
や
車
を
欲
し
が
り
ま
す
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
日
本
と
違
っ
て
ア

メ
リ
カ
は
広
大
で
、
交
通
機
関
が
少

な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
車
は

自
由
の
印
で
す
。
ま
た
、
母
親
か
ら

娘
に
指
輪
を
渡
す
伝
統
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
文
化
の

影
響
で
、「
キ
ン
セ
ア
ニ
ェ
ー
ラ
」

と
い
う
成
人
式
が
人
気
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
成
人
式
は
、
15
歳

大
人
っ
て
何
？

ア
メ
リ
カ
の
成
人
式

の
女
性
が
大
人
に
な
る
こ
と
を
祝
い
、

ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
履
い
た
り
、
デ
ー
ト

を
し
た
り
し
ま
す
。
成
人
式
で
は
、

女
性
は
特
別
な
ド
レ
ス
を
着
た
り
、

踊
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者

は
一
緒
に
伝
統
的
な
料
理
を
食
べ
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
も
っ
と
珍
し
い
の
が
、

「
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
人
々
が

行
う
「
ラ
ム
ス
プ
リ
ン
ガ
」
と
い
う

成
人
式
で
す
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
は
宗

教
的
な
理
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来

た
人
々
で
、
そ
の
多
く
は
ミ
シ
ガ
ン

州
に
近
い
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
や
オ
ハ

イ
オ
州
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
に
住

ん
で
い
ま
す
。
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
特

徴
は
現
在
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
わ

な
い
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
車
や
携

帯
電
話
な
ど
を
使
え
な
い
の
で
す
が
、

16
〜
26
歳
ま
で
に
現
代
社
会
に
参
加

出
来
る
の
が
「
ラ
ム
ス
プ
リ
ン
ガ
」

で
す
。
若
者
は
現
代
社
会
を
経
験
し

た
後
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
生
活
に
戻

ら
な
い
こ
と
も
選
択
で
き
ま
す
。
機

会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
色
々
な
成
人
式

を
見
て
く
だ
さ
い
。

▲キンセアニェーラのドレス

▲アーミッシュの生活で必要な馬車▲一般的な男性の服装
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LESSON６　実際に英語で会話をしてみよう。

　今回は、実際に会話をするとどのような流れになるのかを会話例で示してみました。

〇会話例（太郎とリックが初めてお互いの自己紹介をします。）

A: Hi，I’m (Taro Matsushima)．Nice to meet you

　　　　　　　　　　　　　（こんにちは、私は松島太郎です。はじめまして）

B: Hi，I’m Rick. Nice to meet you, too.　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　（こんにちは、私はリックです。はじめまして）

A: Where are you from?　

　　　　　　　　　　　　　（どちらから来たのですか。）

B: I’m from （America）.

　　　　　　　　　　　　　（アメリカからです。）

A: Oh that’s great! I want to go to （America）! I’m from （Matsushima）.

 　（それはすごい。アメリカは私の行きたいと思っているところです。私は松島出身です。）

B: Oh wow, that’s (cool)!

　　　　　　　　（それはすごい。いいですね！）

A: What do you do for work?　

　　　　　　　　（お仕事は何をされているんですか）

B: I work as a (web designer).

　　　　　　　　（私はウェブデザイナーです。）

A: Oh great, that sounds interesting! I work in a trading company.

　　　　　　　　（それはすごい。面白そうですね。私は商社で働いています。）

B: Nice! 

　　　　　　　　（いいですね。）

　実際の会話ではもっと話が広がると思いますが、まずは自分のことを紹介するときにどのような
流れて話していくのかに注目してみましょう。かっこの中の単語を自分のことに変えて、友達や家
族などと会話練習をしてみましょう。

ハイ　      アイム　       タロウ                    マツシマ                          ナイス      トゥ         ミーチュー

ハイ　      アイム　     リック          ナイス　   トゥ　         ミーチュー　          トゥー

      ウェア　        アー　      ユー　      フロム

アイム       フロム　　             アメリカ

 オー            ザッツ　       グレイト　  アイ　     ウォントゥ       ゴー     トゥ              アメリカ 　　             アイム        フロム                       マツシマ

 オー　       ワウ　　      ザッツ　            クール

   ホワット      ドゥ       ユー      ドゥ     フォー       ワーク

アイ      ワーク       アズ   ア       ウェブ　          デザイナー

 オー        グレイト、         ザット          サウンズ              インタレスティング　     アイ     ワーク       イン   ア　   トレーディング           カンパニー

  ナイス

おもてなし英会話
　２０２０年にオリンピック・パラリンピックが開催されるため松島町にたくさんの外国人観
光客来訪が予想されます。松島町民として、松島のよいところを紹介し、おもてなしができる
ように「おもてなし英会話」として、オリンピック・パラリンピックが終了する月まで掲載し
ていきます。
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＜白菜とひき肉のうま煮＞
材料（４人分）
白菜・・・・・・・・・・・・・・・１/４個

豚ひき肉 ・・・・・・・・・・・・１００g

生しいたけ・・・・・・・・・・・・・４枚

にんにく・・・・・・・・・・・・ひとかけ

しょうが・・・・・・・・・・・・ひとかけ

赤とうがらし・・・・・・・・・・・１本分

　　水 ・・・・・・・・・・・・・カップ１

　　酒 ・・・・・・・・・・・・・大さじ２

　　しょうゆ ・・・・・・・・・・大さじ１

　　鶏ガラスープの素 ・・・・・・小さじ１

　　水 ・・・・・・・・・・・・・大さじ１

　　かたくり粉 ・・・・・・・・・大さじ１

サラダ油・・・・・・・・・・・ ・大さじ１

（作り方）
① 白菜は食べやすい大き

　 さに切り、芯は薄切り

 　にする。しいたけは軸を除いて薄切りにする。にんにく、しょうがはみじ

　 ん切りにする。赤とうがらしは種を除いて小口切りにする。Ａを合わせて

 　おく。

② 鍋にサラダ油を中火で熱し、①のにんにく、しょうが、赤とうがらしを加

 　えて炒め、香りが出たらひき肉を加えて炒める。

③ ひき肉の色が変わったらＡを加え、白菜の芯を入れ、上に葉をのせてふた

　 をする。煮だったら弱火にし、１５分ほど煮る。

④ 白菜がしんなりとしたら、①のしいたけを加え、Ｂの水溶きかたくり粉で

 　とろみをつける。

（一人あたり）
エネルギー：１１８kcal　　　食塩相当量：１.２g

一緒にヘルスメイトとして活動しませんか？
おいしく食べるコツや健康になるためのヒントを学んで、食生活改善推進員（ヘルスメイト）として一緒
に町の食育を推進しましょう！
★ 定例会実施日　毎月第４金曜日に開催（※変更あり）
★ 会　　　　費　２,０００円（1年分）
★ 申込・問合先　健康長寿課健康づくり班　☎３５５-０７０３

元
気
の
秘
訣
お
伝
え
し
ま
す
！

〜
髙
橋
き
ぬ
子 

さ
ん
〜

　

今
回
の
健
康
リ
レ
ー
は
、
磯
崎
地
区
に
お
住
ま
い

の
髙
橋
き
ぬ
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、
11
月
２
日
に
行
わ
れ
た
〝
文
化
観

光
交
流
ま
つ
り
〞
に
て
、
善
行
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
17
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し

て
活
動
し
て
お
り
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
が
認
め
ら
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
食
生
活

改
善
推
進
員
と
し
て
活
動
し
て
い
て
、
町
の
文
化
祭

で
牡
蠣
飯
を
作
っ
て
振
る
舞
っ
た
こ
と
や
、
東
日
本

大
震
災
の
こ
と
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
際
は
、
自
身
も
被

災
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
近
隣
の
保
育
所
で
お

に
ぎ
り
を
作
る
な
ど
炊
き
出
し
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　

遠
方
に
住
ん
で
い
る
お
孫
さ
ん
か
ら
も
「
松
島
に

帰
っ
た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
変
わ
り
ご
は
ん
が
食

べ
た
い
」
と
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
る
そ
う
で
、
お
孫

さ
ん
か
ら
も
愛
さ
れ
る
味
を
私
も
教
え
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
高
城
地
区
に
お
住
ま
い
の
石
垣
真
理
子

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▲善行者表彰を受賞されました！

　今の時期が旬の“白菜”は霜に当たると、風味が増し、繊
維がやわらかくなり、葉の糖分も増えるのでおいしくなりま

す♬松島で採れた白菜を存分に使ったうま煮を、今日のおか
ずにいかがですか？

B

A
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■表１　年末年始のごみ収集日程（成人の日）
収　集　日 内　　　　　　容

通常どおり

収集休み

通常どおり
※高城区・北小泉区 (台山除く )・下竹谷区は「燃えるごみ」の臨時収集あり

収集休み

通常どおり

通常どおり
※磯崎区・北小泉区 (台山除く )・下竹谷区は「燃えないごみ・粗大ごみ」の臨時収集あり

移動祝日（ハッピーマンデー）による「燃えるごみ」収集
※対象　松島区・磯崎区・手樽区

12月 30日（月）まで

12月 31日（火）
　　  ～ 1月 3日（金）

1月  4 日 ( 土 )

1 月  5 日 ( 日 )

1 月  6 日 ( 月 ) 

1 月  7 日 ( 火 )

1 月 13日（月・祝） 

     

     

■表 3　施設の閉庁・休館情報（12月 28日～ 1月 5日）

役　場 勤労青少年ホーム 塩釜斎場アトレ・るHall
（文化観光交流館）

松島運動公園、
松島町温水プール美遊

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

〇

×

×

×

×

×

×

〇

〇

〇

×

×

×

×

×

×

〇

〇

×

×

×

×

×

×

×

×

〇

Ｂ＆Ｇ海洋センター

×

×

×

×

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

×

〇

〇

■表 2　年末年始の指定給水装置工事事業者休日当番表
当番月日 連　絡　先

☎354-2710

☎354-2769

☎354-4376

☎354-3149

☎354-4484

☎354-2710

☎354-2769

☎354-4376

☎354-3149

当番水道事業者

( 有 ) うちみ水道

(有 ) 水研

( 有 ) 斎藤設備工業所 

( 有 ) 美和工業

松島住宅設備 (株 ) 

( 有 ) うちみ水道

(有 ) 水研

( 有 ) 斎藤設備工業所 

( 有 ) 美和工業

12月 28日（土）

12月 29日（日）

12月 30日（月）

12月 31日（火）

  1 月  1 日（水）

  1 月  2 日（木）

  1 月  3 日（金）

  1 月  4 日（土）

  1 月  5 日（日）

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
の
日
程
、

　
　
　
　
　
　

水
道
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
関
す
る
ご
案
内

「
家
庭
ご
み
」
と
「
資
源
ご
み
」
の
収
集

　

年
末
年
始
の
「
家
庭
ご
み
」
と
「
資
源
物
」
の
収

集
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
年
末
年
始
に
よ
り
２
回
続
け
て
「
燃
え
る

ご
み
」
が
休
み
に
な
る
地
区
と
「
燃
え
な
い
ご
み
・

粗
大
ご
み
」
が
休
み
に
な
る
地
区
に
つ
い
て
は
、
臨

時
収
集
を
行
い
ま
す
。

※
臨
時
収
集
は
、
指
定
し
た
ご
み
以
外
は
収
集
し
ま

　

せ
ん
。

※
年
末
最
後
の
収
集
後
は
、
ご
み
と
資
源
物
を
絶
対

　

に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
収
集
日
以
外
の
ご
み
搬
出
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

 

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

１
月
の
移
動
祝
日
（
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
）
の
ご
み
収
集

　

１
月
13
日
（
月
・
祝
）
『
成
人
の
日
』
に
つ
い
て

は
、
表
１
に
記
載
の
と
お
り
「
燃
え
る
ご
み
」
を
収

集
し
ま
す
。

● 

問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

 

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

水
道
の
凍
結
防
止
に
つ
い
て

　

水
道
管
の
凍
結
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
に
は
表
２

の
事
業
者
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
を
凍
結
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
水
抜

栓
を
閉
め
、
蛇
口
を
開
け
る
と
効
果
的
で
す
。　
　

● 

問
合
先　

水
道
事
業
所
施
設
班

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
０

施
設
の
休
館
情
報

　

松
島
町
役
場
を
含
む
施
設
の
休
館
期
間
は
表
３
の

と
お
り
で
す
。

年
末
年
始
の
町
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
す
べ
て

☎
３
５
４
‐
５
７
０
１
へ
お
願
い
し
ま
す
。

町
営
バ
ス
の
運
行
情
報

　

年
末
年
始
は
、
全
便
運
休
し
ま
す
。

● 

全
便
運
休
期
間

　

 

12
月
29
日
（
日
）
〜
１
月
３
日
（
金
）

　

町
内
小
学
校
の
冬
休
み
期
間
は
、
減
便
し
て
の

　

運
行
と
な
り
ま
す
。
運
休
期
間
と
一
部
減
便
す
る

　

路
線
は
次
の
と
お
り
で
す
。

● 

一
部
減
便
期
間

 　

12
月
25
日
（
水
）
〜
１
月
７
日
（
火
）

● 

減
便
す
る
路
線

　
　

〇
北
松
島
線
第
６
便

　
　

〇
北
松
島
（
中
廻
り
）
線
第
２
便
（
土
曜
日
）

　
　

〇
松
島
東
線
第
４
便

● 

問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　

 　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

デ
マ
ン
ド
バ
ス
実
証
実
験
運
行
終
了
の
お
知
ら
せ

　

12
月
28
日
（
土
）
を
も
っ
て
、
北
松
島
線
・
北
松

島
線
中
廻
り
を
対
象
と
し
た
デ
マ
ン
ド
バ
ス
実
証
実

験
運
行
は
終
了
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

１
月
４
日
（
土
）
か
ら
は
以
前
の
よ
う
に
、
北
松

島
線
・
北
松
島
線
（
中
廻
り
）
の
そ
れ
ぞ
れ
第
３
便

・
４
便
を
運
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
日
・
土
曜
日
・
祝
日
の
い
ず
れ
も
通
常

の
路
線
バ
ス
運
行
（
※
日
曜
日
運
休
）
と
な
る
ほ
か
、

「
文
化
観
光
交
流
館
」
か
ら
「
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ど
ん
ぐ
り
」
間
の
臨
時
往
復
便
が
廃
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。
利
用
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　

 　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

〇：開庁・開館日　×：閉庁・休館日

12 月 28日 ( 土 )

12 月 29日 ( 日 )

12 月 30日 ( 月 )

12 月 31日 ( 火 )

  1 月  1 日 ( 水 )

  1 月  2 日 ( 木 )

  1 月  3 日 ( 金 )

  1 月  4 日 ( 土 )

  1 月  5 日 ( 日 )

保健福祉センターどんぐり水道事業所
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松島町の職員給与等のあらまし
　本町職員の給与等について、町民の皆様により一層のご理解をいただくため、そのあらましをお知らせいたします。

（注）人件費とは，特別職，一般職に支給される報酬，給料，諸手当，共済負担金等を含みます。

①人件費の状況（普通会計決算）
⑦特別職の報酬等の状況
　　　　　  （平成 31年 4月 1日現在）

②職員給与費の状況（普通会計予算）

③職員の平均給料月額，平均給与月額及び平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　　　 （平成 31年 4月 1日現在）

人 件 費
Ｂ

人件費率
Ｂ/Ａ

実質収支区分 住民基本台帳人口
(年度末 )

歳 出 額
Ａ

（参考）２９年度
の人件費率

％
8.6

％
12.0

千円
1,113,626

千円
549,383

千円
9,275,414

31.3.31 現在
14,073 人

３０
年度 期　末　手　当区　　分 給料月額等

 　        　  1.55 月分

1.8 月分

3.35 月分

843,000 円

645,000 円

544,000 円

321,000 円

275,000 円

254,000 円

町　長

副町長

教育長

議　長

副議長

議　員（注）(1) 職員手当には退職手当を含みません。(2) 給与費は当初予算に計上された額です。
　  　(3) 特別職に支給される給与，報酬は含みません。

（注）(1) 平均給与月額は，給料月額と毎月支払われる扶養手当，住居手当，通勤手当等の諸手当
             を含んだものです。
　  　(2) 一般行政職は，税務担当職員，栄養士，保健師，保育士，水道事業担当職員，幼稚園教
             諭，社会教育主事を除いた職員です。

（注）退職手当の１人当たりの平均支給額は，前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平
　　 均額です。

そ の 他 計  　Ｂ期末勤勉

給　　　与　　　費
区分 職 員 数

Ａ 給　　料
１人当たり給与費

Ｂ／Ａ

千円
5,333

千円
799,982

千円
84,417

千円
202,666

千円
512,899

人
150

３１
年度

④職員の初任給の状況（平成 31年 4月 1日現在）

⑤期末手当・勤勉手当の状況

初　任　給 ２年後の給料２年後の給料

松　島　町 国
区　　　分

初　任　給

194,000 円180,700 円194,000 円180,700 円大学卒

158,300 円 148,600 円158,300 円 148,600 円高校卒
一般行政職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢平均年齢

一般行政職 技能労務職
区分

平均給与月額

歳
54.1

円
309,800

円
298,200

歳
42.0

円
339,360

円
295,787

50.9－287,31243.4－329,433

松島町

国

平均給料月額

国松　　島　　町

勤勉手当

0.9   月分

0.95 月分

1.85 月分

（30年度支給割合）

（加算措置の状況）
職制上の段階，職務の級等による加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階，職務の級等による加算措置

６月期

12月期

計

期末手当

1.225 月分

1.375 月分

2.6 月分

勤勉手当

0.9   月分

0.95 月分

1.85 月分

（30年度支給割合）

６月期

12月期

計

期末手当

1.225 月分

1.375 月分

2.6 月分

⑥退職手当の状況（平成 31年 4月 1日現在）
国松　　島　　町

24.586875 月分

33.27075 月分

47.709 月分

47.709 月分

19,526 千円

勤続２０年

勤続２５年

勤続３５年

最高限度額

１人当たりの
平均支給額

19.6695 月分

28.0395 月分

39.7575 月分

47.709 月分

92 千円

勧奨・定年自己都合（支給率）

24.586875 月分

33.27075 月分

47.709 月分

47.709 月分

千円

勤続２０年

勤続２５年

勤続３５年

最高限度額

１人当たりの
平均支給額

19.6695 月分

28.0395 月分

39.7575 月分

47.709 月分

勧奨・定年自己都合

－ － 

（支給率）

(30 年度支給割合 )

6月期 期末手当

12月期 期末手当

計　　　

町　長

 副町長

教育長

1.5 月分

1.65 月分

3.15 月分

議長等

給　
　

料

報　
　

酬

⑧部門別職員数の状況と主な増減理由
　　　　　　　　　 （各年４月１日現在）

（注）職員数は一般職に属する職員数であり，地方公務員の身分を
　　 有する休職者，派遣職員を含み，臨時又は非常勤の職員を除
　　  いています。

主な増減理由
部門

区分
平成30年 平成 31年

職　員　数 対前年

増減数

    4 人

   39 人

   10 人

   32 人

9人

    0 人

    7 人

    7 人

   14 人

122人

   28 人

    7 人

    6 人

   13 人

   26 人

  176 人

        4 人

   38 人

   10 人

   32 人

9人

    0 人

    7 人

    7 人

   14 人

121人

   29 人 

    6 人

    6 人

  11 人

   23 人

  173 人

        

 △1 人

   　

　

   　

 　

△1人

   1 人

△1人

　△2人

△3人

   △3人

育児休業職員配置換
えによる減

職員配置換えによる増

職員配置換え不補充

退職者不補充

議　会

総　務

税　務

民　生

衛　生

労　働

農　水

商　工

土　木

小　計

教　育

水　道

下水道

その他

小　計

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政

部　
　

門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

合　　計
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町
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
が
は
じ
ま
り
ま
す

① 

申
告
期
間　

２
月
17
日
（
月
）
〜  

３
月
16
日
（
月
）

　

町
県
民
税
の
申
告
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が
２
月
17
日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
町
の
申
告
会
場
や
塩
釜
税
務
署
の
確
定
申
告
書
作
成
会
場
（
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
）
で
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

  

平
成
29
年
度
（
平
成
28
年
分
）
の
確
定
申
告
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
り
、
申
告
に
必
要
な
も
の

が
増
え
て
い
ま
す
。
申
告
の
際
に
必
要
な
も
の
が
足
り
な
い
場
合
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
作
成
で
き
ま
す
。
な
お
、

郵
送
や
電
子
申
告
（
e
‐
T
a
x
）
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

② 

町
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
が
必
要
な
方

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
松
島
町
に
住
所
が
あ
り
、
令
和
元
年
中
に
所
得
（
収
入
）
が
あ
る
方

● 

事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
）
、
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
方

● 

給
与
所
得
者
で
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
方
、
ま
た
は
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た
方

● 

給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
方
（
中
途
退
職
さ
れ
た
方
な
ど
）

● 

年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得
者
の
方
で
、
追
加
で
各
種
控
除
（
医
療
費
控
除
･
生
命
保
険
料
控
除
･
雑
損
控
除

 　

等
）
を
受
け
ら
れ
る
方

● 

公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ
れ
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
方
は
、
確
定
申
告
の
必
要
は

　

 

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
住
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

※
給
与
所
得
の
み
の
方
で
年
末
調
整
済
み
の
方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
直
接
税
務
署
に
確
定
申
告
さ
れ
た
方
は
、
町
県
民
税
も
併
せ
て
申
告
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

③ 

収
入
が
な
く
て
も
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

● 

税
の
証
明
が
必
要
な
方
（
児
童
手
当
・
保
育
所
入
所
・
町
営
住
宅
入
居
な
ど
の
手
続
き
の
た
め
）

　

 

※
税
の
証
明
（
所
得
課
税
証
明
書
・
非
課
税
証
明
書
）
は
、
町
県
民
税
申
告
書
や
所
得
税
確
定
申
告
書
な
ど
の

 　

課
税
資
料
を
基
に
作
成
し
ま
す
の
で
、
申
告
を
し
な
い
と
証
明
書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

● 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
及
び
世
帯
主
の
方
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
及
び

 　

同
じ
世
帯
の
方
、
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
の
方
及
び
同
じ
世
帯
の
方

　

 

※
町
県
民
税
申
告
書
は
保
険
税
等
の
算
定
資
料
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
申
告
を
し
な
い
と
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が

 　

で
き
ま
せ
ん
。

④ 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

● 

１
か
所
か
ら
の
給
与
の
ほ
か
に
年
金
・
事
業
・
不
動
産
な
ど
20
万
円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
方

● 

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、
年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
給
与
所
得
と
事
業
・
不
動
産

　

 

な
ど
の
所
得
の
合
計
額
が
２
０
万
円
を
超
え
る
方

● 

年
金
の
ほ
か
に
給
与
や
事
業
・
不
動
産
な
ど
20
万
円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
方

● 

給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方

● 

各
種
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
、
そ
の
他
の
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

● 

給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
扶
養
親
族
や
配
偶
者
控
除
な
ど
を
修
正
す
る
方

⑤ 

申
告
の
際
に
持
参
す
る
も
の

● 

印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
系
は
除
き
ま
す
）

● 

源
泉
徴
収
票
な
ど
の
収
入
の
わ
か
る
も
の

● 

営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
所
得
が
あ
っ
た
方
は
、
帳
簿
書
類
、
通
帳
等
の
収
入
・
支
出
の
わ
か
る
も
の

● 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
、
医
療
費
通
知
、
領
収
書 

等
（
医
療
費
の

　

 

領
収
書
等
は
集
計
し
て
持
参
く
だ
さ
い
）

● 

一
般
の
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
、
介
護
医
療
保
険
料
、
地
震
保
険
料
等
の
控
除
証
明
書

● 

寄
附
金
控
除
を
受
け
る
方
は
、
寄
附
先
か
ら
発
行
さ
れ
た
領
収
書

● 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
、
本
人
確
認
が

　

 

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
））

⑥ 

申
告
事
前
準
備
の
お
願
い

　

申
告
期
間
中
は
、
申
告
会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
申
告
を
済
ま
せ
る
た
め
に
も
、

申
告
前
に
自
分
で
で
き
る
準
備
は
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
な
書
類
は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

農
業
所
得
の
申
告
を
す
る
方
は
、
収
支
内
訳
書
の
記
入
（
帳
簿
作
成
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）

● 

医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
方
は
、
受
診
者
ご
と
・
医
療
機
関
ご
と
に
領
収
書
の
整
理
・
集
計

  

（
生
命
保
険
な
ど
の
各
種
助
成
金
の
受
領
額
も
集
計
し
て
く
だ
さ
い
）

※
確
定
申
告
用
紙
は
、
役
場
税
務
班
窓
口
、
及
び
申
告
会
場
に
配
置
し
ま
す
の
で
職
員
に
申
し
付
け

く
だ
さ
い
。
な
お
、
税
務
班
窓
口
へ
の
申
告
書
配
置
は
２
月
３
日
以
降
の
予
定
と
な
り
ま
す
。

⑦ 

次
の
申
告
は
税
務
署
で
お
願
い
し
ま
す

● 
青
色
申
告

● 

平
成
30
年
以
前
の
収
入
の
申
告

● 

消
費
税
の
申
告

● 

不
動
産
の
売
却
（
公
共
事
業
に
伴
う
不
動
産
の
売
却
を
除
く
）
や
株
、
先
物
取
引
の
譲
渡
所
得
の
申
告

● 

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
に
関
す
る
申
告
（
総
合
課
税
お
よ
び
分
離
課
税
）

　

 

右
記
は
町
の
申
告
会
場
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
塩
釜
税
務
署
の
確
定
申
告
書
作
成
会
場

  

（
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
）
で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

16 広報まつしま

●台風により資産に被害を受けた場合（所得からの雑損控除について）

塩釜税務署からのお知らせ

台風により家屋等に被害を受けた方は、令和元年分の確定申告において、雑損控除の対象となる場合があります。
■ 控除の対象となるもの
　 ・住宅､家財､衣服､自家用車等生活に必要な財産の損害等になります。
　 ・住宅の取り壊し費用など､災害に関してやむを得ず支出した費用があれば｢災害関連支出｣として控除対象となります。
　　保険金等で補填される金額は、損害金額から差し引かれます。
■ 必要書類
　・災害関連支出の領収書（修繕費、取り壊し、除去費用等の領収書）
　 ・り災証明書、被災証明書
　 ・保険金の分かる明細
※必要書類は確定申告期間まで大切に保管してください。
雑損控除についての詳しい説明は、国税庁ホームページをご覧いただくか、税務署にお尋ねください。

○ 確定申告書作成会場について
 　所得税等（譲渡所得を含む）・消費税等・贈与税の確定申告書作成会場を、次のとおり開設します。
 　● 会　　場　マリンゲート塩釜　３階　マリンホール（塩竈市港町１-４-１）
 　● 開設期間　令和２年２月１７日（月）～３月１６日（月）（土・日・祝日等を除く。）
 　● 開設時間　午前９時～午後４時
※会場開設期間前は、塩釜税務署内を含め申告書作成会場を設置しておりませんので、会場開設期間中にお越しください。
　　申告書作成会場は大変混雑し、申告書の作成に１時間以上要する場合があります。会場をご利用される際には、開設時間
　内に申告書を作成できるよう、なるべく早めにお越しください。
　　なお、国税に関してのご相談・ご質問は『電話相談センター』をご利用ください。税務署に電話していただき、音声案内
　「０」を選択しますと『電話相談センター』へつながります。
○「確定申告のお知らせ」の送付について
 　　平成３０年分所得税等確定申告書を松島町相談会場（松島町文化観光交流館）で提出した方には、確定申告書用紙に代えて、
　 申告に必要な情報を印字した「お知らせはがき」又は「お知らせ通知」が送付となります。相談の際に持参をお願いします。
○ インターネットで確定申告について
 　　国税庁のホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用し、所得税等、消費税等の確定申告書や青色申告決算書等が
 　簡単に作成できるほか、e-Taxにより直接送信することもできます。
○ ＩＤ・パスワード方式について
 　　マイナンバーカードを取得されている方はパソコン等から､マイナンバーカードを取得されていない方はご本人が身分証
 　明書で税務署職員による本人確認の上発行されたID･パスワードによりスマホ等から申告書等の作成･送信ができます｡
 　　なお､申告書等をデータ送信後､メッセージボックスから確認するためには､電子証明書(マイナンバーカード)等が必要とな
 　ります｡※ID･パスワード方式は暫定的は対応となります｡
● 問合先　塩釜税務署　☎３６２ｰ２１５１

●申告日程

●場　所
　松島町文化観光交流館　２階　講座室

●受付時間
午前：午前９時から午前１１時 まで ( 平日及び日曜受付日 )        
午後：午後１時から午後３時 まで ( 平日受付日 )        
夜間：午後５時から午後７時 まで (３月１２日 (木 ) のみ )       

受付日 申告受付対象地区

漁業者（松島地区）・観光船業者 

漁業者（磯崎地区）

松島地区（１・２・３・４・５・６）

松島地区（７・８・９・１０・１１・１２・１３）

手樽行政区

磯崎地区（１・２・３・４・５）

磯崎地区（６・７・８・９・１０・１１）

下竹谷行政区・北小泉行政区

2/17( 月 )

2/18( 火 )

2/19( 水 )

2/20( 木 )

2/21( 金 )

2/25( 火 )

2/26( 水 )

2/27( 木 )

2/28( 金 )

    

受付日 申告受付対象地区

全行政区対象 ※午前のみ

上竹谷行政区・根廻行政区

幡谷行政区

本郷行政区

初原行政区・桜渡戸行政区

高城地区（西１･２･高１･２･３･新３･４･５）

高城地区（中･割波･割２･光陽台･６･新６）

高城地区（７・８・９・１０）
夜間受付（全行政区対象）

全行政区対象

3/1( 日 )

3/2( 月 )

3/3( 火 )

3/4( 水 )

3/5( 木 )

3/6( 金 )

3/9( 月 )

3/10( 火 )

3/11( 水 )

3/12( 木 )

 3/13( 金 )

3/16( 月 )

※夜間･日曜日は大変混雑します。待ち時間が長時間になる場合
がありますのでご了承願います。
３月１７日以降、確定申告の受付は町ではできません。直接税
務署での受付となります。
☎ 問合先　財務課税務班　☎３５４-５７０３

３月１日 (日 )は､午前のみ受付を行います。
夜間の申告受付は､３月１２日 (木 )に行います｡
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お
知
ら
せ

宮
城
ま
る
ご
と

ほ
ろ
酔
い
新
酒
ま
つ
り　

　

専
用
の
「
お
ち
ょ
こ
」
で
利
き
酒
を
し
な
が
ら
町

歩
き
。
お
気
に
入
り
の
一
杯
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

● 

日　

時　

２
月
１
日
（
土
）
、
２
日
（
日
）

● 

場　

所　

参
加
店

● 

問
合
先　

宮
城
ま
る
ご
と

　

 　
　
　
　

ほ
ろ
酔
い
新
酒
ま
つ
り
実
行
委
員
会

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
２
６
１
８

第
42
回
か
き
祭
り
開
催

　

冬
の
松
島
を
代
表
す
る
「
か
き
祭
り
」
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
松
島
の
「
か
き
」
を
心
ゆ
く
ま

で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
広
報
ま
つ
し
ま
２

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

日　

時　

２
月
２
日
（
日
）

● 

場　

所　

松
島
海
岸
グ
リ
ー
ン
広
場

● 

問
合
先　

松
島
か
き
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　

 　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
２
６
１
８

「
世
界
で
最
も
美
し
い
」

湾
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
に
加
盟
す
る
国
内

加
盟
湾
（
松
島
湾
、
富
山
湾
、
駿
河
湾
、
宮
津
湾
・

伊
根
湾
、
九
十
九
島
湾
）
の
連
携
企
画
が
実
施
中
で

す
。
国
内
加
盟
湾
に
ま
つ
わ
る
楽
し
か
っ
た
こ
と
、

感
動
し
た
こ
と
、
せ
つ
な
い
思
い
出
な
ど
、
あ
な
た

だ
け
の
体
験
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

１
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
き
、
２
０
０
文
字
か
ら

８
０
０
文
字
で
応
募
で
き
、
入
賞
さ
れ
た
作
品
は
ポ

ス
タ
ー
や
S
N
S
等
で
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
入
賞
者

に
は
、
国
内
加
盟
湾
お
す
す
め
の
地
域
産
品
を
お
贈

り
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
「
世
界
で
最
も
美
し
い
」

湾
L
O
V
E
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

● 
主　

催　
「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」

　

 　
　
　
　

国
内
加
盟
湾

● 

問
合
先　

産
業
観
光
課
観
光
班

　

 　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
８

i

松
島
湾
三
町
文
化
財
展
開
催
中

　

利
府
町
、
七
ヶ
浜
町
と
の
合
同
企
画
、
松
島
湾
三

町
文
化
財
展
が
観
瀾
亭
松
島
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
貴
重
な
文
化
財
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

● 
日　

時　

12
月
７
日
（
土
）
〜
２
月
２
日
（
日
）

● 

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

　

 　
　
　
　

※
年
中
無
休

● 

展
示
品　

利 
府 

町　

大
貝
窯
跡
出
土
資
料

　
　
　
　
　

 

七
ヶ
浜
町　

二
月
田
貝
塚
出
土
資
料

● 

入
館
料　

大　
　
　

人　

２
０
０
円

 　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

１
５
０
円

　

 　
　
　
　

小
・
中
学
生　

１
０
０
円

　

 

※
こ
の
料
金
で
観
瀾
亭
も
見
学
で
き
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の

コ
ー
ス
公
表

　

12
月
17
日
に
公
益
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
が
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト
を
公

表
し
ま
し
た
。

　

松
島
町
で
は
西
暦
２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
６

月
21
日
（
日
）
に
ア
ト
レ
・
る
H
a
l
l
（
文
化
観

光
交
流
館
）
を
出
発
し
て
松
島
公
園
中
央
広
場
ま

で
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
走
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
松
島
町
か
ら
塩
竈
市
の
間
に
は
遊
覧
船
で

聖
火
が
移
動
す
る
特
殊
区
間
も
設
定
さ
れ
ま
す
。
当

日
は
是
非
、
沿
道
で
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
、
聖

火
リ
レ
ー
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

※
走
行
時
間
は
１
月
以
降
に
組
織
委
員
会
か
ら
公
表

さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
コ
ー
ス

が
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【応募方法】郵送またはWEBの応募フォームよりご応募ください。

● 応募締め切り…１月３１日（金）当日消印有効
● 郵送の場合…必要事項を明記の上、以下宛先までお送りください。
・作品タイトル、作品、作品ペンネーム（漢字はフリガナ明記）
・本名（漢字はフリガナ明記）、郵便番号・住所、電話番号
［宛先］〒857-0863長崎県佐世保市三浦町21-1
 　　　（JR佐世保駅構内）
（公財）佐世保観光コンベンション協会「世界で最も美しい」
　　　　湾LOVEキャンペーン係
※ご応募の際、注意事項等がありますので公式
サイトまたはお電話でご確認ください。
キャンペーン公式サイトURL
https://travel.sasebo99.com/wanlove_cp/ ＨＰ用

広報まつしま

スタート地点：文化観光交流館

ゴール地点：松島公園中央広場

お
お   

が
い   

か
ま   

あ
と

に      

が     

で     

か
い   

づ
か
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町
内
の

空
気
中
放
射
線
量
測
定
結
果

■
松
島
町
役
場　

12
月
11
日
（
水
）
測
定

● 

問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

農
林
水
産
省
（
松
島
町
）
で
は
、
令
和
２
年
２
月

１
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
農
林
業
の
国
勢
調
査
と
い

わ
れ
る
「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策
に
役
立
て

る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
大
切
な

調
査
で
す
。
令
和
２
年
１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農

林
業
関
係
者
の
方
々
を
訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林

業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
調

査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
統
計
以
外

の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

● 

問
合
先

 　

企
画
調
整
課

　

 

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

i
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
松
島
海
岸
駅
の

営
業
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
仙
石
線
松
島
海
岸
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備

整
備
工
事
に
伴
い
、
12
月
18
日
か
ら
は
仮
駅
舎
で
営

業
し
て
い
ま
す
。
工
事
完
了
ま
で
の
間
、
駅
を
利
用

さ
れ
る
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
完
了
は
令
和
３
年
度
末
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

● 

問
合
先

 　

仙
建
工
業
株
式
会
社　

仙
台
鉄
道
支
店

　

 

松
島
海
岸
駅
土
木
・
建
築
作
業
所

　

 

☎
３
５
５
‐
０
２
３
１

i

太
陽
光
発
電
設
備
に
か
か
る

償
却
資
産
の
課
税
に
つ
い
て

　

家
屋
の
屋
根
等
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る

場
合
、
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
設
備
は
固
定
資
産
税

（
償
却
資
産
）
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

償
却
資
産
に
該
当
す
る
設
備
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
は
、
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
申
告
を
毎
年

１
月
末
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
左
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 

申
告
期
限　

１
月
31
日
ま
で

● 

問
合
先　

財
務
課
税
務
班　

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
３

町
営
住
宅　

入
居
者
募
集

● 

募
集
住
宅

 　

高
城
町
営
住
宅　

４
戸
（
耐
火
中
層
３
階
建
て
）

　

（
松
島
町
高
城
字
水
溜
下
地
内
） 　

　

 

・
４
Ｋ　
　

１
３
６
号　

（
１
号
棟
３
階
）

　

 

・
３
Ｄ
Ｋ　

２
３
１
号　

（
２
号
棟
３
階
）

　

 　
　
　
　
　

３
２
１
号　

（
３
号
棟
２
階
）

　

 

・
２
Ｄ
Ｋ　

３
２
５
号　

（
３
号
棟
２
階
）

● 

入
居
申
込
み
可
能
な
同
居
人
数

　

 

・
１
３
６
号

　

 　
　

３
人
以
上

　

 

・
２
３
１
号
、
３
２
１
号
、
３
２
５
号

　

 　
　

２
人
以
上

● 

入
居
時
家
賃

　

 

・
１
３
６
号

　

 　
　

１
８
，６
０
０
円
か
ら
３
６
，８
０
０
円

　

 

・
２
３
１
号

　

 　
　

１
５
，５
０
０
円
か
ら
２
３
，１
０
０
円

　

 

・
３
２
１
号

　

 　
　

１
５
，７
０
０
円
か
ら
２
３
，４
０
０
円

　

 

・
３
２
５
号

　

 　
　

１
３
，０
０
０
円
か
ら
１
９
，３
０
０
円

● 

入
居
申
込
資
格

　

 

次
の
（
１
）
か
ら
（
６
）
ま
で
の
条
件
を
す
べ
て

 

満
た
し
て
い
る
方

　

 

（
１
）
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

　

 

（
２
）
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

　

  　
　

  

あ
る
こ
と
。
（
60
歳
未
満
の
方
の
単
身
入

　

   　
　

 

居
原
則
不
可
）

　

 

（
３
）
月
の
世
帯
月
収
が
基
準
以
内
で
あ
る
こ
と

　

 　
　
　

・
一
般
申
込
者　

１
５
８
，０
０
０
円
以
下

　

 　
　
　

・
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
の
み
の
世
帯
、

　
　
　
　
　

  

障
が
い
者
ま
た
は
小
学
校
就
学
前
の
子

　
　
　
　
　

  

が
居
る
世
帯
２
１
４
，０
０
０
円
以
下

　

 

（
４
）
入
居
者
及
び
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
は
な

　

 　
　

   

い
こ
と
。

　

 

（
５
）
入
居
者
（
（
２
）
を
含
む
）
が
町
民
税
を

募

※令和２年1月1日現在において所有されている方が申告対象者となります。
※１０ｋｗ以上の太陽光発電設備は売電方法にかかわらずすべて事業用とな
　り、申告対象です。
※個人住宅用で１０ｋｗ未満のものは売電していても償却資産の申告は必要
　ありません。

１０ｋｗ以上の太陽光発電設備

事業用資産となり、申告対象

設置区分

個人設置(住宅用)

個人設置(事業用)
法人設置

１０ｋｗ未満の太陽光設備

住宅用設備となり、申告対象外

申告対象になる太陽光発電設備

事業用資産となり、申告対象

※単位（μSv：マイクロシーベルト）
　放射線が人体に与える影響を表す単位
※測定機器：簡易型放射線測定器PA-１０００

０.０５０

０.０４８

０.５ｍ

１.０ｍ

０.２３
（環境省基準）

測定高さ 測定結果 基　準　値

　

 　
　
　

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　

 

（
６
）
松
島
町
に
在
住
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
松

　

  　
　

  
島
町
に
在
住
し
た
こ
と
が
あ
る
方
で
あ
る

    　
　
　

こ
と
。

● 

申
込
方
法

　

 

令
和
２
年
１
月
17
日
（
金
）
午
後
５
時
15
分
ま
で

 

建
設
課
管
理
班
窓
口
に
て
申
込
書
に
記
入
い
た
だ
き
、

 

必
要
書
類
と
あ
わ
せ
て
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

※
同
じ
部
屋
に
申
込
者
が
複
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

問
合
先　

建
設
課
管
理
班

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
５

i



HP用

メール用
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♪
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊

第
56
回
定
期
演
奏
会

● 

日　

時

　

 

２
月
14
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

 　

２
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

● 

場　

所　

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

● 

入
場
料　

無
料

● 

申
込
方
法　

詳
し
く
は
東
北
方
面
隊
の
ホ
ー
ム

　
 　

　
　
　
　

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 
問
合
先　

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
隊

　

 　
　
　
　

☎
２
３
１‐

１
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
s://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/g
sd
f/

n
e
a
e
/n
e
a
b
a
n
d
/in
d
e
x.h
tm
l

i

利
府
松
島
商
工
会

講
演
会
の
聴
講
者
募
集　

　
　
　
　
　
　
　
　

「
利
府
松
島
商
工
会
で
は
、
毎

　
　
　
　
　
　
　

年
１
月
に
会
員
交
流
会
を
実
施
し

　
　
　
　
　
　
　

て
お
り
、
第
１
部
で
は
著
名
人
を

　
　
　
　
　
　
　

お
招
き
し
講
演
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
渋
谷
和
宏
氏
を

お
招
き
し
ま
す
。
聴
講
に
は
無
料
配
布
（
先
着
20
人
）

さ
れ
る
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
利
府
松
島
商
工
会
松
島
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

日　

時　

１
月
29
日
（
水
）　

午
後
４
時
〜

　

 　
　
　

  

（
受
付
開
始　

午
後
３
時
15
分
〜
）

● 

場　

所　

ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘

● 

講　

師　

渋
谷　

和
宏　

氏

 　
　
　
　

  

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作
家
）

● 

テ
ー
マ　
「
誰
も
語
ら
な
い
日
本
経
済
の
行
方
」

 　
　
　
　

    

〜
輝
く
組
織
・
輝
く
人
は
〜

● 

問
合
先　

利
府
松
島
商
工
会
松
島
事
務
所

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
３
４
２
２　

（
平
日
の
み
）

i
リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
を

開
催
し
ま
す

　

ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で
簡
単
な
柔
軟
体
操
を
し
て
少

し
ず
つ
体
を
動
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
参
加
者
募

集
中
で
す
。

● 

日　

時　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜

● 

場　

所　

ダ
イ
ソ
ー
松
島
店
２
階

　

 　
　
　
　

生
協
メ
ン
バ
ー
集
会
室

● 

会　

費　

３
月
ま
で
は
１
回
８
０
０
円

　
　
　
　

（
初
回
体
験
無
料
）

●
問
合
先　

桃
井

　
　
　
　
　

☎
０
９
０
‐
５
０
６
６
‐
０
４
６
９

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　

60
歳
以
上
の
皆
様
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
技
術
・
知
識
・
経
験
を

活
か
し
ま
せ
ん
か
。

● 

主
な
就
業　

除
草
作
業
（
手
取
り
除
草
・
機
械
除

 　

草
）
、
植
木
剪
定
作
業
、
農
作
業
、
土
木
作
業
、

　

 

屋
外
清
掃
作
業
、
屋
外
軽
作
業
、
屋
内
清
掃
作
業
、

 　

屋
内
軽
作
業
、
そ
の
他

※
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
就
業
が
で

　

き
ま
す
（
就
業
は
強
制
さ
れ
ま
せ
ん
）

※
あ
な
た
の
希
望
・
能
力
に
応
じ
て
就
業
を
選
択
で

　

き
ま
す

※
危
険
・
有
害
な
就
業
は
あ
り
ま
せ
ん

● 

入
会
条
件　

町
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
の
方

 　
　
　
　
　
　

で
、
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る
こ
と

● 

問
合
先　

公
益
社
団
法
人
松
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
３
‐
４
５
０
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
５
３
‐
４
５
０
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
a
tsu
sh
im
a
@
sjc
.n
e
.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
://w

w
w
.sjc
.n
e
.jp
/m
a
tsu
sh
im
a
/

募
自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
空
の
み
）

● 

応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

● 

受
付
期
間　

１
月
24
日
（
金
）
締
切

● 

試
験
日　

２
月
１
日
（
土
）
・
２
日
（
日
）

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

● 

応
募
資
格

 　

「
一
般
」　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

　

 

「
技
能
」　

18
歳
以
上
で
、
国
家
免
許
資
格
等

 　

を
有
す
る
者
（
資
格
に
よ
る
年
齢
の
上
限
が
あ

　

 

り
ま
す
。）

※
詳
し
く
は
石
巻
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

受
付
期
間　

１
月
６
日
（
月
）
〜
４
月
10
日
（
金
）

募

● 

試
験
日　

４
月
18
日
（
土
）
〜
22
日
（
水
）

 　

※
い
ず
れ
か
指
定
さ
れ
た
１
日

● 

問
合
先　

　

 

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部　

石
巻
地
域
事
務
所

 　

☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９

し
ぶ     

や             

か
ず   

ひ
ろ

春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
！

　

ま
だ
ま
だ
家
庭
や
職
場
で
は
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房

器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
、
空
気
が
乾
燥
し
火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
用
心
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
防
火　

命
を
守
る　

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

消
防
署
で
は
随
時
、
町
内
会
や
事
業
所
等
を
訪
れ

防
災
訓
練
や
防
火
防
災
に
関
す
る
防
火
座
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先

 　

・
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
７

　

 

・
松
島
消
防
署　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
６

　

 

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
Ｈ
Ｐ

 　

h
ttp
://w

w
w
.sio
sh
o
u
.jp
/

i
３つの習慣
・寝たばこは絶対にやめる。
・ストーブは、燃えやすいものか
　ら離れた位置で使用する。
・ガスコンロなどのそばを離れる
　ときは、必ず火を消す。
４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用
　火災警報器を設置する。
・寝具、衣類及びカーテンからの
　火災を防ぐために、防炎品を使
　用する。
・火災を小さいうちに消すために、
　住宅用消火器等を設置する。
・お年寄りや身体の不自由な人を
　守るために、隣近所との協力体
　制をつくる。

令
和
２
年
度

松
島
町
消
防
団
出
初
式

　

新
年
の
恒
例
行
事
で
あ
る
松
島
町
消
防
団
出
初
式

を
開
催
し
ま
す
。
纏
を
先
頭
に
消
防
団
員
に
よ
る
凜

々
し
い
行
進
が
披
露
さ
れ
ま
す
の
で
町
民
の
皆
さ
ま

も
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

● 

日　

時　

１
月
13
日
（
月
・
祝
）

● 

場　

所　

石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー

● 

内　

容　

観
閲
、
式
典
、
表
彰
伝
達

● 

問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　

 

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

HP用

２
０
１
９
Ｂ
＆
Ｇ
宮
城
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
者
募
集

● 

日　

時　

２
月
１
日
（
土
）

 　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

● 

場　

所　

や
く
ら
い
ハ
イ
ツ
、
や
く
ら
い
ガ
ー
デ
ン

● 

内　

容　

歩
く
ス
キ
ー
体
験
、
そ
り
遊
び
、
雪
遊
び
な
ど

● 

対　

象　

小
学
１
年
生
〜
６
年
生

● 

参
加
費　

１
人
９
０
０
円
（
体
験
代
、
昼
食
代
な
ど
）

● 

持
ち
物　

雪
遊
び
が
で
き
る
服
装

　

 　
　
　

 

（
防
寒
着
、
ブ
ー
ツ
、
手
袋
な
ど
）

● 

募
集
人
員　

10
人
程
度

● 

締
切
日　

１
月
15
日
（
水
）

　

 　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。　

 　

● 

申
込
・
問
合
先　

松
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

 　
　
　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
６
８
８

HP用
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パ
ソ
コ
ン
月
１
相
談
所

● 

内　

容　

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

　

 　
　
　
　

の
ご
相
談

● 

日　

時　

２
月
８
日
（
土
）

　

 　
　
　
　

①
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
10
時
30
分

　

 　
　
　
　

②
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
30
分

● 

持
ち
物　

ご
相
談
に
必
要
な
も
の
＆
筆
記
用
具

● 

定　

員　

各
回
３
人
（
２
回
目
は
子
連
れ
可
）

● 

場　

所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座
室

● 

料　

金　

５
０
０
円
（
当
日
お
支
払
い
）

● 

連
絡
先　

赤
間
美
和
子

　
　
　
　
　

 

☎
０
８
０
‐
４
５
１
６
‐
１
５
８
５

　

 　
　
　
　

※
お
申
し
込
み
は
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

i
松
島
病
院
神
経
内
科
外
来

　

物
忘
れ
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
手
足
の
ふ
る
え
や
麻

痺
、
歩
き
に
く
い
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

神
経
内
科
専
門
医
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
脳

i

飾
り
巻
き
ず
し
教
室

　

特
別
な
日
に
作
っ
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
華
や
か

な
巻
き
ず
し
と
可
愛
い
ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
巻
き
ず
し
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

● 

日　

時　

２
月
11
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
正
午

● 

会　

場　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館　

調
理
室

● 

材
料
費　

１
組
２
，０
０
０
円 

（
巻
き
ず
し
２
本
分
）

● 

定　

員　

10
組
（
親
子
で
の
参
加
、
１
人
で
の
参
加
で
も
可
）

● 

準
備
物　

巻
き
す
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器
、
ラ
ッ

　

 　
　
　
　

プ
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

● 

申
込
開
始　

１
月
７
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
　

 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
致
し
ま
す
。

● 

問
合
先　

ア
ト
レ
・
る
H
a
l
l

　
　
　
　

  

（
文
化
観
光
交
流
館
）
内

 　
　
　

 　

  

株
式
会
社
Ｂ
Ｂ
Ｉ
（
指
定
管
理
者
）

 　
　
　
　

   

☎
３
５
５
‐
０
１
５
５

合
氣
道
会
員
募
集

　

「
正
し
い
姿
勢
」
「
落
ち
つ
き
」
「
相
手
を
理
解

す
る
力
」
が
身
に
付
き
、
日
常
に
活
か
す
合
氣
道
で

す
。

● 

日　

時　

毎
週
土
曜
日　

午
前
11
時
〜
正
午

● 

場　

所　

華
園
集
会
所
（
高
城
保
育
所
そ
ば
）

● 

対　

象　

中
学
生
〜
大
人

● 

問
合
先　

竹
田
さ
お
り　

☎
７
６
７
‐
８
０
２
４

令
和
元
年
台
風
第
19
号

災
害
義
援
金
の
支
給
開
始

　

令
和
元
年
台
風
第
19
号
で
被
害
を
受
け
た
方
へ
の

宮
城
県
か
ら
の
義
援
金
の
支
給
が
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
申
請
に
必
要
な
も
の
を
持
参

し
、
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
班
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

● 

支
給
金
額　

【
人
的
被
害
】　

　

 　

死
亡
・
行
方
不
明　

１
２
０
，０
０
０
円

　
　

 

重
傷
者　

６
０
，０
０
０
円

【
家
屋
被
害
】　

 　
　

全
壊　

１
２
０
，０
０
０
円

　

 　

半
壊
（
大
規
模
半
壊
含
む
）
６
０
，０
０
０
円

　

 　

一
部
損
壊
（
準
半
壊
）
又
は
床
上
浸
水

　

 　

 

１
２
，０
０
０
円

　

 　

一
部
損
壊
（
10
％
未
満
）
６
，０
０
０
円

● 

申
請
に
必
要
な
も
の

 　

①
り
災
証
明
書

 　

②
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

 　

③
振
込
口
座
の
通
帳
（
世
帯
主
の
も
の
）

 　

④
代
理
者
が
申
請
す
る
場
合
に
は
、
世
帯
主
か
ら

　

 　

の
委
任
状
（
任
意
様
式
）
と
代
理
人
本
人
の
身

　

 　

分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

 　

⑤
印
鑑

● 

問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班　

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

i
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
の
税
率
引
上
げ
に

伴
い
、
低
所
得
者
と
子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

● 

販
売
内
容

　
　

１
セ
ッ
ト　

４
，０
０
０
円

　

  

（
５
，０
０
０
円
分
の
商
品
券
で
す
）

i

医
療
費
助
成
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ

◎
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
よ
る
医
療
費
一
部
負
担

金
免
除
の
対
象
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
そ
の

他
社
会
保
険
の
方
で
医
療
費
一
部
負
担
金
免
除
対
象

と
な
る
方
は
そ
ち
ら
が
優
先
に
な
り
ま
す
の
で
「
子

ど
も
医
療
費
」、「
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
」、「
心
身

障
害
者
医
療
費
」
の
助
成
受
給
者
証
を
使
わ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
二
重
で
支
給
さ
れ
て
し
ま
っ
た

方
は
後
か
ら
返
還
が
生
じ
ま
す
。

◎
医
療
費
助
成
の
更
新
に
つ
い
て

　

「
子
ど
も
医
療
費
」、「
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
」、

「
心
身
障
害
者
医
療
費
」
の
助
成
受
給
者
証
は
、
更

新
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
方
か
ら
、
９
月
下
旬
に

送
付
し
て
い
ま
す
。
更
新
申
請
書
の
提
出
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

i

・
神
経
・
筋
肉
の
病
気
の
診
断
と
治
療
を
し
、
必
要

に
応
じ
て
C
T
検
査
も
し
ま
す
。

● 

診
察
日　

毎
週　

月
曜
日
・
木
曜
日

● 

受
付
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

● 

問
合
先　

松
島
病
院
内
科
外
来

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
８
１
１

【
内
訳
】　

５
０
０
円
券
×
10
枚

　
　
　

※
１
人
あ
た
り
５
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
可

● 

販
売
期
間

 　

２
月
28
日
（
金
）
ま
で
の
平
日

　

 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

（
12
月
28
日
〜
１
月
５
日
は
除
く
。
）

● 

販
売
場
所

　

 

利
府
松
島
商
工
会
松
島
事
務
所

● 

購
入
に
必
要
な
も
の

 　

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
引
換
券

　

 

・
商
品
券
購
入
代
金
（
現
金
の
み
）

 　

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の

　

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）

● 

商
品
券
の
利
用
期
間

　

 

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

● 

問
合
先

 　

町
民
福
祉
課
福
祉
班

　

 

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

 　

利
府
松
島
商
工
会
松
島
事
務
所

　

 

☎
３
５
４
‐
３
４
２
２

◎
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
、
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
対
象
者
に
つ
い
て

　

病
院
を
受
診
す
る
際
は
、
『
受
給
者
証
』
と
『
健

康
保
険
証
』
を
窓
口
へ
提
示
し
、
『
母
子
・
父
子
家

庭
医
療
費
助
成
申
請
書
（
水
色
の
用
紙
）
』
・
『
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
申
請
書
（
64
歳
ま
で
の
方
は

オ
レ
ン
ジ
の
用
紙
、
65
歳
以
上
の
方
は
黄
色
の
用
紙
）
』

に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
受
診
年
月
受
給
者
番

号
、
保
険
証
の
記
号
・
番
号
、
保
険
者
名
を
正
し
く

記
入
・
押
印
し
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　

『
申
請
書
』
は
月
ご
と
、
病
院
ご
と
、
診
療
科
ご

と
に
分
け
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
じ
月
に

入
院
と
通
院
の
両
方
が
あ
っ
た
場
合
は
入
院
分
１
枚

と
外
来
分
１
枚
の
２
枚
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

● 

提
出
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班

 　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６



21広報まつしま

地
域
づ
く
り
と
減
災
に

関
す
る
講
演
会

　

地
理
学
者
で
、
防
災
の
各
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
宮
城
豊
彦
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
地
域

づ
く
り
と
減
災
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

災
害
時
の
要
配
慮
者
へ
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

ま
た
、
災
害
か
ら
自
分
自
身
が
命
を
守
る
た
め
に
、

地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

● 

日　

時　

２
月
５
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜

● 

場　

所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

● 

テ
ー
マ　

地
域
づ
く
り
と
減
災

　

 　
　
　
　

〜
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
災
害
か
ら

　

 　
　
　
　

命
を
ま
も
る
た
め
に
〜

● 

講　

師　

東
北
学
院
大
学
名
誉
教
授　

宮
城
豊
彦
氏

● 

対
象
者　

町
民

● 

定　

員　

50
人
程
度
（
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

　

 　
　
　
　

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

● 

申
込
先　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

　

 　
　
　

 

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

 

　
　
　
　
　
☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

　

塩
釜
医
師
会
在
宅
医
療
研
修
会

参
加
者
募
集　

　

在
宅
で
の
看
取
り
に
関
す
る
講
演
会
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

日　

時　

２
月
８
日
（
土
）

　

 　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

● 

場　

所　

塩
釜
医
師
会
医
療
社
会
活
動
セ
ン
タ
ー
大
講
堂

　

 　
　
　
　

※
会
場
ま
で
は
、
公
共
交
通
機
関
を

　

 　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

演　

題　
「
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
」

● 

講　

師　

石
垣 

五
月　

先
生

　
　
　
　
　

（
さ
ざ
ん
か
往
診
ク
リ
ニ
ッ
ク　

院
長
）

● 

対
象
者　

松
島
町
、
多
賀
城
市
、
塩
竈
市
、
七
ヶ

　

 　
　
　
　

浜
町
、
利
府
町
の
住
民
の
方

介
護
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
介
護
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
２
か
月
に

１
回
、
介
護
者
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
じ

経
験
を
し
て
い
る
方
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
新
し
い

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
初
め
て
参
加
す
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

● 

日　

時　

１
月
21
日
（
火
）

　

 　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

● 
場　

所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

● 

内　

容　

介
護
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
、
昼
食
懇

　

 　
　
　
　

談
会
、
太
極
拳
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
な
ど

● 

参
加
費　

３
０
０
円

● 

問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 　
　
　

 

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

 　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
６
５
２
５

要
介
護
認
定
に
よ
る

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付

　

要
介
護
１
か
ら
要
介
護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
で
、
左
記
の
認
定
基
準
に
該
当
す
る

方
は
、
確
定
申
告
で
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

（
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
課
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
）

● 
問
合
先　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

 　
　
　
　

 
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

 

　
　
　
　
　
☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

12
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者

米
寿
お
め
で
と
う

◆ 

久
我　

澄
子　
　

さ
ん
（
高
城
）

◆ 

佐
藤　

か
つ
よ　

さ
ん
（
本
郷
）

◆ 

内　
　

富
二
子　

さ
ん
（
磯
崎
）

◆ 

菊
池　

タ
カ　
　

さ
ん
（
根
廻
）

◆ 

大
友　

輝
雄　
　

さ
ん
（
幡
谷
）

◆ 

佐
藤　

成
之　
　

さ
ん
（
磯
崎
）

◆ 

大
友　

れ
ゑ
子　

さ
ん
（
上
竹
谷
）

◆ 

髙
野　

り
ゑ
子　

さ
ん
（
磯
崎
）

白
寿
お
め
で
と
う

◆ 

伊
藤　

桃
子　
　

さ
ん
（
高
城
）

※
祝
金
贈
呈
対
象
と
な
る
方
は
、
米
寿
は
町
内
在
住

５
年
以
上
、
白
寿
は
町
内
在
住
10
年
以
上
の
方
で
、

誕
生
月
の
初
日
に
松
島
町
住
民
と
し
て
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

温
水
プ
ー
ル

美
遊
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

松
島
町
温
水
プ
ー
ル
美
遊
で
は
毎
週
火
曜
日
午
後

１
時
か
ら
午
後
２
時
30
分
の
間
、
中
高
年
齢
者
を
対

象
と
し
た
「
い
き
い
き
健
康
教
室
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
、
マ
シ
ン
を
使
っ
て
簡
単
な
運

動
を
行
な
い
ま
す
。
運
動
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い

る
方
、
一
人
だ
と
な
か
な
か
運
動
が
続
か
な
い
と
い

う
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

松
島
町
温
水
プ
ー
ル 

美
遊

　

 　
　
　
　

指
定
管
理
者 

セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
（
株
） 

 　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
８
５
２
５

● 

申
込
期
限　

１
月
21
日
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

　

 　
　
　
　

く
だ
さ
い
。

● 

申
込
先　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

　

 　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　

 　
　
　
　

 

☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

 　

 　
　
　
　

Ｆ
ａ
ｘ 

３
５
３
‐
３
７
２
２

※基準日は、控除を受ける所得のあった１２月３１日、または
　死亡日です。
※認定書の発行を希望する方は申請が必要ですので、介護保険
　証を持って保健福祉センターどんぐりにお越しください。
※代理で申請される際は、身分証明書をご提示ください

普通障害者控除

特別障害者控除

控除の種類 要介護認定結果

要介護１・２

要介護３・４・５
要介護１・２で寝たきり度Bランク
または認知症Ⅲ以上
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ま
つ
し
ま
健
康
体
操
が

で
き
ま
し
た
！

　

松
島
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
体
操
「
ま
つ
し
ま
健
康
体

操
」
が
で
き
ま
し
た
！

　

町
の
運
動
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
作
成
し
た

バ
ラ
ン
ス
体
操
で
す
　

　

足
腰
に
不
安
の
あ
る
方
は
、
座
っ
た
ま
ま
で
も
で

き
ま
す
の
で
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
地
域
サ
ロ
ン
や
地
区
の
お
祭
り
な
ど
で
、

一
緒
に
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

 　
　
　
　

 

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　 

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

30
分
で

Ｅ-

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
ク
ラ
ブ
サ
ポ
ー
ト

　

「
30
分
で
Ｅ
Ｓ-

ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
ク
ラ
ブ
」
を
卒
業
し
た
方

を
対
象
と
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
の
た
め
に
有
酸
素

運
動
や
簡
単
な
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
に
合
わ
せ
て
約
30
分
間
行
い
ま
す
。

● 

日　

時　

毎
週
木
曜
日　

※
予
約
制

　
　
　

 　
　

午
前
９
時
〜
、
午
前
10
時
〜
、

　

 　
　
　
　

午
前
11
時
〜

　
　

  　
　

（
１
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
）

● 

場　

所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

● 

問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　

 　
　
　

 

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

 　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

○ 

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年
度
に
か
け
て

接
種
の
差
し
控
え
が
あ
っ
た
影
響
で
当
時
日
本
脳
炎

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
左
記
特
例
対
象
者

は
、
日
本
脳
炎
１
期
･
２
期
の
接
種
の
機
会
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
定
期
接
種
対
象
者
と
な
っ
て
い
る
、
７

歳
５
か
月
ま
で
の
お
子
さ
ん
も
体
調
の
良
い
時
に
接

種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

特
例
対
象
者　

 　

・
平
成
７
年
４
月
２
日
生
〜

　

 　
　

平
成
19
年
４
月
１
日
生
で
20
歳
未
満
の
方

 　

・
平
成
19
年
４
月
２
日
生
〜

　
　

 　

平
成
21
年
10
月
１
日
生
の
方
は
９
歳
以
上
13

 　
　
　

歳
未
満
の
間

○ 

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

　

左
記
対
象
者
は
風
し
ん
の
抗
体
価
検
査
お
よ
び
予

防
接
種
を
原
則
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
対
象
者
の
う
ち
昭
和
47
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
ま
で
に
お
生
ま
れ
に

な
っ
た
男
性
へ
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
し
て
お
り
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
が
送
付
さ
れ
て
な
い
対
象
者
の
方
で
も
、

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
者

　

 

・
昭
和
37
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日

 　
　

生
ま
れ
の
男
性

　

ま
た
、
19
歳
〜
49
歳
で
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い

女
性
な
ど
へ
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成
も
行
っ
て

い
ま
す
。

○ 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

今
年
度
対
象
者
と
な
る
方
は
令
和
２
年
３
月
末
ま

で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

接
種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
対
象
者
の
う
ち
、
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
に

な
る
方
に
は
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
予
診
票

松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
！

① 

１
月
７
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
正
午

 　

集
合
場
所
：
文
化
観
光
交
流
館

　

 

行 

き 

先
：
稲
荷
神
社
、
紫
神
社

② 

１
月
13
日
（
月
・
祝
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

 　

集
合
場
所
：
高
城
町
駅
（
午
後
９
時
30
分
集
合
）

　

 

行 

き 

先
：
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
仙
台
工
場

③ 

１
月
23
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午

 　

集
合
場
所
：
ア
ト
レ
・
る
H
a
l
l
（
文
化
観
光
交
流
館
）

　

 

行 

き 

先
：
日
本
三
景
展
望
台
（
松
島
海
岸
）

● 

参
加
費　

①
な
し　

②
Ｊ
Ｒ
運
賃
が
必
要　

 　
　
　
　
　

③
入
場
料
が
必
要

● 

持
ち
物　

飲
み
物
な
ど　

　

 　
　
　
　

※
②
は
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他　

雨
天
降
雪
時
は
中
止
で
す
。

　

 　
　
　
　

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

　

 　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

土
井　

☎
３
５
３
‐
２
１
１
７

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）・

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
に
つ
い
て

　

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
・
精
神
保
健
福

祉
手
帳
の
申
請
の
お
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来

ら
れ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

  　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

 　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

▲「まつしま健康体操」の様子

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
者

　

 

今
年
度
中
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85

　

 

歳
・
90
歳
・
95
歳
・
100
歳
以
上
を
迎
え
る
方
で
、

　

 

過
去
に
１
度
も
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

○ 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
、
１
月
31
日
（
金
）

ま
で
実
施
し
ま
す
。
予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
全
般
に
つ
い
て
、
助
成
方
法
や
対
象
年

齢
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

転
入
等
で
予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　

  　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　

 　
　
　
　

保
健
師　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

実は…体操の名前がまだ
決まっていません！体操に合う
名前を募集しています！



消費生活コーナー
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本の宝箱
勤労青少年ホーム
（図書室）

☎３５４-４０３６

≪話題の本≫

「クジラアタマの王様」

伊坂 幸太郎　著

《今月のおすすめ本》

《一般書の新着本》

　製菓会社に寄せられた一本のクレーム電話。広報部員・
岸はその事後対応をすればよい…はずだった。訪ねてき
た男の存在によって、岸の日常は思いもよらない事態へ
と一気に加速していく。不可思議な感覚、人々の集まる
広場、巨獣、投げる矢、動かない鳥。打ち勝つべき現実
とは、いったい何か。危機は次々と襲いかかり、膨れ上
がっていく。切り抜ける方法は、ただひとつ――。ノン
ストップ活劇エンターテインメント。

「森があふれる」 　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彩瀬　まる　著
「楽園の真下」　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荻原　　浩　著
「海苔と卵と朝めし」　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向田　邦子　著　　
「Ｉの悲劇」　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米澤　穂信　著
「日本の３６５日を愛おしむ ―毎日が輝く生活暦― 」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　本間　美加子　著
「子どもと作れる１２か月のパン」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉永　麻衣子　著

《児童書の新着本》
「かがやけ！虹の架け橋　３・１１で３人の子どもを失った夫妻の物語」　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漆原　智良　作 
「たべものやさん しりとりたいかい かいさいします 」
　　　　　　　　　　　　　　　　　シゲタ　サヤカ　作
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

《図書室からのお知らせ》
● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後６時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
● 今月の休館日　１日～３日・６日・１４日・２０日・２７日

「お試し」「1回だけのつもりが定期購入に！！」
　スマートフォンで広告を見て、お試し価格で販売し
ていた健康食品を注文し、商品と一緒に送られてきた
コンビニ用振込用紙でお試し価格５００円を払った。
２週間後に二度目の商品が届いた。販売業者に連絡し
たところ「定期購入なので商品を５回受け取らないと
解約できない」と言われた。二回目以降毎月５千円以
上もかかる定期購入コースとわかっていたら申し込ま
なかった。

● 基本的に通信販売は契約の取り消しができません
● 商品を購入する際は、画面の最後まで確認し、契
 　約内容を印刷する。スクーリーンショットを撮る
　 などし、契約内容を記録しておきましょう。
●「解約、解除」項目をよく確認しましょう
● 事業者に電話をしてもつながらず、解約の申請期
 　間を過ぎてしまうケースもあります。事業者に連
　 絡した証拠として電話、FAX、メールの記録は残
 　しておきましょう。
● 事業者からの請求に納得できない、事業者と連絡
　 が取れず解約ができない、などトラブルは一人で
 　悩まず、消費生活相談員に相談しましょう
● 未成年契約の場合は契約の取り消しができる場合
　 もあります。
● 返品するときの送料は自己負担です。

一言メモ

【相談内容の例】
※訪問販売・電話勧誘販売・訪問購入・架空請求詐欺
・点検商法・出会い系サイト・ネットトラブルなどに
関する消費者と事業者間のトラブルなどの相談を受け
ています。
♥詳しく知りたい、不安に思われる方は相談員に相談
してください。
● 松島町消費生活相談窓口　　
 　相談日時　
　 　毎週火曜日・金曜日午前９時～午後４時３０分
 　相談窓口
　 　産業観光課産業振興班　消費生活相談窓口　
　 　専用電話　☎３５４-５７０７
● 宮城県消費生活センター
　　相談日時　平日　午前９時～午後５時
　　　　　　　土日　午前９時～午後４時３０分
　　専用電話　☎２６１-５１６１
● 消費者ホットライン　
 　☎１８８（「いやや」と覚えてください）
● 法テラス　　　
　 ☎０５７０-０７８３７４
● 警察相談専用電話　　
 　☎「＃９１１０」
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無料相談

1月23日(木)
午後1時～午後3時

相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

こころの相談
(予約制)

青年期ひきこもり家族会
（申し込み制）

塩釜保健所疾病対策班　　　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153
ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

1月8日(水)・22日(水)
午前9時30分～午前11時30分

1月14日(火)
午後1時30分～午後4時30分

1月21日(火)
午後1時30分～午後4時30分

1月15日(水)
午後1時～午後4時

1月23日(木)
午後1時30分～午後5時

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

女性の健康相談

宮城県ひきこもり
地域支援センター　 　　☎0229-23-0024

1月25日(土)
午後2時～午後4時

1月9日(木)
午後1時～午後3時

企画調整課　　　　　　　　　☎354-5702

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

宮城県総合教育センター
不登校相談ダイヤル　　　　　☎784-3567

もみの木教室　　　　　　　　☎354-2041
教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

健康長寿課健康づくり班
(保健師・栄養士)　　　　　　☎355-0703

地域包括支援センター　　　　☎354-6525

児童館　　　　　　　　　　　☎354-6888
町民福祉課こども支援班　　　☎354-5798

法律相談(予約制)

3相談合同開催
（人権なんでも相談、
行政相談、消費生活相談）

生活保護相談
(予約制)

不登校電話相談

就学指導相談

役場会議室

役場２階

宮城県総合教育
センタ－

もみの木教室
（まつしま心のケアハウス・
手樽地域交流センター内）

健康電話相談

育児電話相談

高齢者に関する電話相談

保健福祉センタ－どんぐり

宮城県精神保健福祉センター
2階（デイケア室）

がんなんでも相談 宮城県対がん協会　　　　　　☎263-1560
平　日

午前9時～午後4時 宮城県がん総合支援センター

塩釜保健所

児童館
役場1階

1月10日(金)
2月14日(金)

午前10時～午後5時

1月7日(火)
2月4日(火)

午前10時～午後3時

1月9日(木)・23日(木)
午前10時～午後3時

平　日
午前9時～午後4時

平　日
午前9時～正午

（学校休業日を除く）

平　日
午前8時30分～午後5時

平　日
午前9時～午後5時

宮城県女医会
女性の健康相談室　　　☎090-5840-1993

塩竈市市民交流センター　

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

ハローワーク就労相談

松島町社会福祉協議会
相談支援事業所　　　　☎090-1497-0552

障害者（児）一般相談
（委託事業）

平　日
午前9時～午後5時 松島町社会福祉協議会

グループホーム桜の家　　　　☎355-0396
健康長寿課高齢者支援班(保健福祉センターどんぐり)
　　　　　　　　　　　　　　☎355-0677

認知症地域支援推進員による
認知症相談　(予約制)

2月3日（月）
午前10時～正午

SaKuRaカフェ（高城字町53）

１月３１日（金）の納期限は次のとおりです。
■ 町県民税　　　　　　（第４期）
■ 国民健康保険税　　　（第１０期）
■ 後期高齢者医療保険料（第７期）
■ 下水道受益者負担金　（第４期）
町税などは便利で納め忘れのない口座振替を
推奨しております。
※納税通知書等には、元号を一部平成で表記
しておりますが、改元後も有効です。
● 問合先
　 町税について　　　　　　　　　
　 財務課税務班　　　　　　　☎354-5703
　 後期高齢者医療保険料について　
　 町民福祉課町民サービス班　☎354-5705
　 下水道受益者負担金　　　　　　
 　水道事業所　経営班　　　　☎354-5711

納期限にご注意

2019年度歯科休日診療当番表
☎794-7644
☎253-7468
☎255-2028
☎363-4182
☎356-1033
☎368-5904
☎362-0637
☎368-5588
☎356-1484
☎362-5253
☎389-1015

多賀城市高崎2-15-6
多賀城市中央2-8-1-1F
利府町神谷沢字南沢1-1
多賀城市大代1-1-38
宮城郡利府町加瀬字野中沢125-1
多賀城市東田中2-30-1
塩釜市宮町4-9
多賀城市高橋2-19-20
宮城郡利府町青山3-40-3
塩釜市東玉川町2-31
多賀城市新田字後12-12

はやしデンタルクリニック
多賀城駅北口歯科
歯科ノーブルデンタルオフィス
おおのファミリー歯科
あべ歯科医院・丘の上歯科医院
岩井歯科医院
渋井歯科医院
誠寿歯科医院
そうま歯科医院
千葉歯科医院
成沢歯科医院

（日・繁忙）
（火・繁忙）
（水・繁忙）
（木・繁忙）
（金・繁忙）
（日・繁忙）

(日)
(月・祝日)
(日)
(日)
(日)

12月29日
12月31日

2020年  1月  1日
1月  2日
1月  3日
1月  5日
1月12日
1月13日
1月19日
1月26日
2月  2日

休日・急患診療（内科・小児科）のご案内
診療場所

午後6時30分～午後9時30分

● 問合先　松島病院　　　　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　 ☎354-5811
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　塩釜市錦町7-10　　　 ☎366-0630

松島病院

塩釜地区
休日急患

診療センター

日曜・休日（国民の祝日）
年末・年始（12月31日～1月3日）

日曜・休日（国民の祝日）
年末・年始（12月31日～1月3日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

内　科

午前8時45分～午前11時30分
午後１時～午後4時30分

 小児科
（１５歳まで）

昼夜間

診療科目受付時間診　　療　　日



イ　ベ　ン　ト 対　　　　象 日 　 程 時　　間 内　　　容

✿リズム遊びの会

✿ベビーマッサージ教室（有料）

✿０・１・２シアター

✿読み聞かせの会

✿希望園に行ってみよう会

✿赤ちゃんほっとサロン

✿なかよし教室

★せんべい焼き体験（有料）

✿親子ヨガ教室

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時３０分
～午前１１時３０分

午前１０時３０分
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時３０分
～午前１１時３０分

午前１０時～
　　　　　　　正午

午前１０時
　　　～午前１１時

１月１５日(水)

１月１７日(金)

１月１８日(土)

１月２０日(月)

１月２４日(金)

１月２８日(火)

１月２９日(水)

２月　８日(土)

２月１３日(木)

■松島町児童館　　☎３５４-６８８８　FAX３５５-１０２２

登録者

２～６か月児親子

０～３歳児親子

登録者

希望者は予約が必要です

乳児(０歳児)親子

登録者

小学生

２・３歳児

※募集開始は１月６日（月）から！
✿マークは乳幼児親子向け、★マークは小中学生向けのイベントです。

松島の子育て 検索
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開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館
小学生：夏季  ４月～１０月(午後５時まで)
　　　　冬季１１月～ ３月(午後４時３０分まで)
　　　　※冬休み期間中  (午後４時まで)
中学生：午後６時まで
高校生：午後７時まで

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始

松島町児童館
松島町子ども
支援班
Facebook

じ　　　どう　　  かん

ピアノの先生と一緒にリトミックを楽し
みます。日々の育児のヒントにもなりま
すよ♪

正しいベビーマッサージの方法を、しお
がま地区母子保健ネットワークに所属す
る助産師さんたちが紹介してくれます♪

ことば、表情、しぐさ、視線、相手を感
じる。それがたいせつなこと！手遊びや
ふれあい遊びをメインにした、親子で遊
ぶ参加型シアターです。

読み聞かせボランティア「おはなしころ
ころ」さんによる絵本や紙芝居、パネル
シアターなど児童文化を楽しみます。

「希望園」は、親子が一緒に療育を受けながら、
お子さまにとって必要な生活習慣の確立と成
長に関する支援を行っている場所です。

初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑う
こともあるかと思います。助産師・保健師と
一緒に、赤ちゃんのこと、母乳のことなどお
話ししてみませんか？ 赤ちゃんを囲みながら
ほっと一息つける時間を過ごしましょう。

保育士の先生やお友達と一緒にクラス活
動を経験します。２～３歳児の教室です。

自分で焼いたお煎餅を食べてみよう！先生
は、松島雪竹屋さんの後藤店長さんです！

親子で体を動かしてリフレッシュしましょ
う！講師は、ヨガインストラクターの尾形
華香先生です！

https://www.facebook.com/MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/

　児童館には、赤ちゃんから高校生まで自由に遊び
に来ることができます。
（乳幼児には大人の付き添いが必要です。）
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内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

※左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
確認書類をお持ちください。

健康や栄養、歯科口腔に関することなど保健師、管理栄養士、
歯科衛生士が幅広く相談に応じます。

母子健康手帳の交付

健康相談
～赤ちゃんから成人の方どなたでも～

保健福祉センター
どんぐり

午前９時３０分～
午前１１時（受付）

午前１０時～正午

１月６日（月）
２０日（月）

今月のピカピカ賞

■その他のご案内

■乳幼児健診と予防接種のご案内

■年間カレンダ―の訂正
　「健診と予防接種の年間カレンダー」のBCGの実施日程について、誤りがありました。
　つきましては、以下のとおり訂正します。
　　正：１月３０日（木）　　誤：１月３０（水）

阿部　　朝日　くん　（磯崎）

中島　　快人　くん　（磯崎）

佐々木　舞菜　ちゃん（高城）

阿部　　楓　　くん　（高城）

あ   べ               あさ  ひ

なかじま              かい  と

内海　　和花　ちゃん（下竹谷）

工藤　愛依莉　ちゃん（本郷）

戸田　　達　　くん　（松島）

く  どう         あ    い   り

と   だ              いたる

内　　容 対　　象 日 　 程 受付時間 備　　　　　　　考

予防接種は、かかりつけ医にご相談のうえ、計画的に接種し
ましょう。
☆乳幼児健診等は、保健福祉センターどんぐりで行います。

親子よちよちセミナー

３～４か月児健診

BCG接種

１歳６か月健診

午前９時３０分
～午前９時４５分

午後０時３０分
～午後０時４５分

午前１１時１５分
　～１１時４５分

午後０時３０分
　　～０時４５分

１月　７日(火)

１月１０日(金)

１月３０日(水)

２月　４日(火)

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３　FAX３５３-３７２２

H３０.１２月
　　　  ～R１.２月生

R１.８月２日
　　～１０月１０日生

Ｒ１.５月１９日
　　　～８月３０日生

H３０.６月
　　　　　　～７月生

★お口の輝いている子どもたちの笑顔は、何にも勝る宝物です。
　これからも良い食習慣と歯みがきを続けて、きれいな歯を守りましょう！

１２月１３日の３歳６か月児健診で、むし歯のなかったお子さんを紹介します。

さ　さ　き　　　まい  な

あ   べ               かえで

うち   み               のど  か

こども広場
　１２月１４日、保健福祉センターどん
ぐりで「おやこの食育教室」が開催され
ました。
　参加した皆さんは親子で協力しながら
パングラタンなどのクリスマスメニュー
を作り、食生活改善推進員の指導のもと
食育について考えました。
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ー
ジ
で
す
。

１
月
号
　
N
o．
5
4
1
　
令
和
２
年
１
月
１
日
発
行

　
i

御
用
始
め

i

松
島
町
消
防
団
出
初
式
⑰

i
成
人
式

i

HI
V・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、

肝
炎
検
査
、
梅
毒
抗
体
検
査

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
受
付
㉓

i

小中
学校
・幼
稚園

3学
期始
業式

i

生
活
保
護
相
談
㉓

i
青
年
期
ひ
き
こ
も
り
家
族
会
㉓

i

女
性
の
健
康
相
談
㉓

i

税
の
納
期
限
㉓

i

「
世
界
で
最
も
美
し
い
」
湾
LO
VE

キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
応
募
締
切
⑰

i

生
活
保
護
相
談
㉓

i
HI
V・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、

肝
炎
検
査
、
梅
毒
抗
体
検
査

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
受
付
㉓

i

ひ
き
こ
も
り
・
思
春
期

こ
こ
ろ
の
相
談
㉓

i
ひ
き
こ
も
り
・
思
春
期

こ
こ
ろ
の
相
談
㉓

i

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
相
談
㉓

i
ﾊﾛ
ｰﾜ
ｰｸ
就
労
相
談
㉓

i
こ
こ
ろ
の
相
談
㉓

i
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

図
書
室
休
館
日
㉔

i

第
66
回
文
化
財
防
災
デ
ー

警
防
演
習

i

親
子
よ
ち
よ
ち
セ
ミ
ナ
ー
㉕

リ
ズ
ム
遊
び
の
会
㉖

な
か
よ
し
教
室
㉖

BC
G
接
種
㉕

赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
㉖

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
㉖

希
望
園
に
行
っ
て
み
よ
う
会
㉖

読
み
聞
か
せ
の
会
㉖

母
子
手
帳
交
付
㉕

健
康
相
談
㉕

母
子
手
帳
交
付
㉕

健
康
相
談
㉕

0・
1・
2
シ
ア
タ
ー
㉖

人
権
相
談
㉓

行
政
相
談
㉓

消
費
生
活
相
談
㉓

i

3
～
4
か
月
児
健
診
㉕

法
律
相
談
㉓

i

松
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
Q
R
コ
ー
ド
に
つ
い
て

　
松
島
町
で
は
H
P
、
In
st
ag
ra
m
、
Fa
ce
bo
ok
、
Tw
itt
er
で
最
新
の
情
報
を
発
信
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
・
防
犯
情
報
を
「
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
」
で
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

H
P
用

Q
R
コ
ー
ド

In
st
ag
ra
m
用

Q
R
コ
ー
ド

Fa
ce
bo
ok
用

Q
R
コ
ー
ド

Tw
itt
er
用

Q
R
コ
ー
ド

安
心
・
安
全
メ
ー
ル
用

QR
コ
ー
ド

松
島
湾
三
町
文
化
財
展

（
～
2
月
2
日
）⑰

介
護
者
交
流
会
㉑

認
知
症
相
談
㉓
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